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年
頭
の
ご
あ
い
さ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つつ

〜挑戦、前進。　　持続可能なまちの実現へ〜

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
か
ら
、
間
も
な
く
３

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
毎
日
の
検
温
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
３
密
の
回
避
な
ど
、
感
染
予
防
対

策
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
間
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
に
従
事
す
る
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い

う
姿
勢
で
、
今
後
も
「
感
染
予
防
対
策
」「
暮
ら
し
・
経
済
対
策
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
、
世
界
中
に
大
き
な
衝

撃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
未
だ
激
戦
が
続
く
中
で
、
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
た
私
た
ち
と
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
穏
な
日
々
が
一
日
も
早
く

取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
世
界
的
な
燃
料
高
騰
・
物
価
上
昇
、

国
内
で
の
円
安
基
調
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
ま
し
て
も
、
時
機
を
逃
す
こ
と
な
く

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
一
丸
と
な
り
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、「
宮
古
創
生
」
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
施
策
が
着

実
に
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
17
日
に
待
望
の
遊
覧
船
「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」
が
、
市
民
の

皆
様
の
笑
顔
と
希
望

を
乗
せ
て
就
航
い
た

し
ま
し
た
。
県
内
外

の
多
く
の
方
に
ご
乗

船
い
た
だ
き
、
就
航

か
ら
２
カ
月
あ
ま
り

で
、
乗
船
客
１
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
夏
ま
つ
り
花
火
の
海
上
観

覧
や
、
船
上
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
遊
覧
船
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、皆
で
作
り
上
げ
た
「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」。
宮
古
の
新
た
な
〝
海
の
顔
〟

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」
の
発
着
場
と
な
る
出
崎
ふ
頭
に
は
、「
し
お
か
ぜ

公
園
」、道
の
駅
と
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
２
つ
の
認
定
を
受
け
て
い
る「
シ
ー

ト
ピ
ア
な
あ
ど
」、「
宮
古
市
魚
市
場
」
も
あ
り
ま
す
。
遊
覧
船
、
浄
土
ヶ

浜
と
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
結
び
付
け
、
三
陸
宮
古
の
海
の
魅
力
を
堪
能
で

き
る
「
体
験
型
観
光
」
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宮
古
港
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年
、
大
型
外
国
客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
予
定

で
す
。
宮
古
の
港
に
賑
や
か
さ
が
戻
っ
て
く
る
も
の
と
大
き
く
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
宮
古
港
が
三
陸
沿
岸
道
路
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
と
直
結
し

て
い
る
と
い
う
強
み
を
生
か
し
、
乗
船
客
の
皆
様
に
、
宮
古
地
域
、
そ
し

て
近
隣
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
経
済
活
性
化
へ
繋
が
る
よ
う
、
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま↖

宮
古
市
長
　
山
本 

正
德
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い
り
ま
す
。

　

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
経
済
循
環
の
実
現
」。
宮
古
市
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
る
と
と
も

に
、
令
和
２
年
度
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年
11
月
、
環
境
省
が
行
う
、
全
国
１
０
０

地
域
程
度
を
先
行
モ
デ
ル
と
す
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中

心
と
す
る
そ
の
取
り
組
み
を
加
速
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
様
に
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
い
た
だ
け

る
よ
う
、
具
体
的
な
提
案
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
に
お
い
て
、
洋
上
風
力
発
電
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月
、「
浮
体
式
洋
上
風
力

発
電
」
に
取
り
組
む
長
崎
県
五
島
市
の
関
係
者
を
宮
古
市
に
お
招
き
し
、

市
内
の
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
五
島
市

で
の
事
例
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、
漁
業
と

の
共
生
が
図
ら
れ
、
藻
や
サ
ン
ゴ
の
再
生
に
よ
り
、
漁
礁
が
形
成
さ
れ
る

な
ど
の
良
い
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

将
来
性
が
あ
り
、
ま
さ
に
夢
の
あ
る
壮
大
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
と
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
宮
古
市
で
の
実
現
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
。「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

構
築
」
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
新
里
地
域
・
川
井
地
域
に
続
き
、
昨

年
12
月
に
は
田
老
地
域
バ
ス
の
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
は
宮
古
地
域

に
お
い
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
患
者
輸
送
バ
ス
な
ど
の
輸
送
資
源
を
活

用
し
た
新
た
な
交
通
体
系
を
構
築
し
、
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
宮
古
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も
、

現
在
、
工
事
に
着
手
し
、
令
和
５
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
快
適
に
公
共
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
市

内
各
地
域
か
ら
の
移
動
の
利
便
性
を
高
め
、
宮
古
駅
を
拠
点
と
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
「
市
道
末
広
町
線
の
無
電
柱

化
」
は
、
令
和
６
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ト
ル
宮
古
」
の
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅
前
地
区
の
再
開

発
と
い
う
重
要
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
深

め
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画
策
定
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

宮
古
市
で
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
」
に
お
い
て
、「
再
び
津
波

に
よ
り
人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
復
興
へ

の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
や
県
か
ら
公
表
さ
れ
た
「
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
で
想
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
る
津
波
」
に
対
す
る
対
策
に
つ

き
ま
し
て
も
「
人
命
第
一
」
を
基
本
と
し
、
そ
の
う
え
で
、
震
災
以
降
、

整
備
を
進
め
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
市
民
の
皆

様
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
12
年
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
震

災
の
風
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
震
災
の
記
憶
と
記
録
の
伝
承
が
重
要

で
す
。
津
波
は
も
と
よ
り
、
台
風
・
大
火
な
ど
過
去
の
宮
古
市
に
お
け
る

災
害
の
歴
史
と
教
訓
を
確
実
に
後
世
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
震
災
か
ら

の
復
興
完
遂
に
向
け
ま
し
て
は
、
被
災
し
た
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
心
の

復
興
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
平
成
28
年
台
風
第
10
号
、
令
和
元
年
台

風
第
19
号
も
あ
わ
せ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
っ
た
心
の
ケ
ア
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

　

昨
年
11
月
実
施
の
市
内
高
校
生
に
よ
る
議
会
「
み
や
こ
未
来
議
会
」
で

の
高
校
生
議
員
か
ら
の
提
言
で
す
。
挑
戦
す
る
姿
勢
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
お
き
ま
し
て
も
、挑
戦
の「
矢
」

を
放
ち
な
が
ら
、
私
が
掲
げ
る
宮
古
市
の
あ
る
べ
き
姿
「
安
定
し
た
仕
事

を
持
っ
て
、
子
ど
も
を
幸
せ
に
育
て
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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１月の市税の納期
　市県民税第４期、国民健康保険税第７期

１月の夜間・休日の納税相談窓口
【夜間】　○期日＝１月12日㈭・26日㈭

　　　　○時間＝午後５時15分〜８時

【休日】　�○期日＝１月22日㈰

　　　　○時間＝午前８時30分〜午後５時

※市役所への出入口は２階の市民交流センター側（東側）

のみとします。ほかの出入口は施錠されていますので、ご

注意ください

※新型コロナウイルス感染症の発生状況により窓口開設が

ない場合がありますので、来庁する際は電話などで確認願

います

※市税などの納付は、口座振替が便利です

■問い合わせ　市税務課収納係（☎68−9074）

１月の 納期
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　地球温暖化とは、大気中に含まれるＣＯ　地球温暖化とは、大気中に含まれるＣＯ２２（二酸化炭素）などの「温室効果ガス」が大気中に放出され、（二酸化炭素）などの「温室効果ガス」が大気中に放出され、

地球全体の平均気温が上昇している現象のことです。近年発生している猛暑や台風の大型化、豪雨など地球全体の平均気温が上昇している現象のことです。近年発生している猛暑や台風の大型化、豪雨など

のさまざまな気象災害は、地球温暖化による気候変動によって、そのリスクがさらに高まることが予想のさまざまな気象災害は、地球温暖化による気候変動によって、そのリスクがさらに高まることが予想

されています。将来の世代も安心して暮らせる持続可能な社会をつくるため、今から、脱炭素社会の実されています。将来の世代も安心して暮らせる持続可能な社会をつくるため、今から、脱炭素社会の実

現に向けて取り組む必要があります。現に向けて取り組む必要があります。

　国は、令和２年10月に2050（令和32）年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボ　国は、令和２年10月に2050（令和32）年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボ

ンニュートラル」を目指すことを宣言しました。“温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする”とは、ンニュートラル」を目指すことを宣言しました。“温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする”とは、

ＣＯＣＯ２２を始めとする温室効果ガスの排出量を減らすだけでなく、植林や間伐などを行い森林を管理するを始めとする温室効果ガスの排出量を減らすだけでなく、植林や間伐などを行い森林を管理する

ことで温室効果ガスの吸収量を増やして差し引きゼロにすることを意味しています。ことで温室効果ガスの吸収量を増やして差し引きゼロにすることを意味しています。

　市も、令和２年11月に、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの活用を促進し、2050年までにＣ　市も、令和２年11月に、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの活用を促進し、2050年までにＣ

ＯＯ２２排出量を実質ゼロにすることを目指す「ゼロカーボンシティ」を表明しました。排出量を実質ゼロにすることを目指す「ゼロカーボンシティ」を表明しました。

　世界には、温暖化や天然資源の減少など、多くの課題があります。これらをみんなで解決し、持続可能　世界には、温暖化や天然資源の減少など、多くの課題があります。これらをみんなで解決し、持続可能

な社会を作るため、2015年の国連サミットで採択された2030年をゴールとした17の世界共通目標、それがな社会を作るため、2015年の国連サミットで採択された2030年をゴールとした17の世界共通目標、それが

“ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）”です。下記のアイコン（マーク）はそれぞれの目標を表しています。“ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）”です。下記のアイコン（マーク）はそれぞれの目標を表しています。

　昨年の広報みやこ６月１日号では、ＳＤＧｓ特集第１弾として“ゴミの減量化”という身近な問題を取　昨年の広報みやこ６月１日号では、ＳＤＧｓ特集第１弾として“ゴミの減量化”という身近な問題を取

り上げました。今号では第２弾として、“脱炭素”という視点から、ＳＤＧｓの目標達成について考えるきっり上げました。今号では第２弾として、“脱炭素”という視点から、ＳＤＧｓの目標達成について考えるきっ

かけとしていきます。かけとしていきます。

※※ＳＤＧｓについて詳しくは外務省ホームページ（右記ＱＲコード）をご覧くださいＳＤＧｓについて詳しくは外務省ホームページ（右記ＱＲコード）をご覧ください

ＳＤＧｓ特集　持続可能なまちへ そのためにできることＳＤＧｓ特集　持続可能なまちへ そのためにできること

地球温暖化と脱炭素地球温暖化と脱炭素

第２弾  脱炭素社会の実現に向けて第２弾  脱炭素社会の実現に向けて
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宮
古
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

宮
古
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

損
失
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
い

　

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
正
味
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
よ
り
も
使

わ
れ
て
い
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
損
失
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
⑤
）。

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
産
業
や
家
庭
、

業
務
、
運
輸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
経

済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
④
）。

化
石
燃
料
は
約
76
％

　

供
給
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
76
％

を
原
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
が
占

め
て
い
ま
す
（
①
）。
こ
れ
ら
の
原
料

は
主
に
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
た

め
、
運
ぶ
際
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
24
％

　

水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
24
％
で

す
（
②
）。
そ
の
内
、
宮
古
市
で
作
ら

れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
16
％
あ
り

ま
す
（
③
）。

　

こ
こ
で
は
、
市
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

宮古で使われている
電気の３割ぐらいが
市内産の再エネなんだって

運輸部門は
利用よりも損失
が大きいね

エネルギーが
いろんな形で
利用されているね

※出典：宮古市再生可能エネルギー推進計画
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①
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【表】宮古市のエネルギー　

宮古市に供給されるエネルギー（合計4,925ＴＪ）

うち、宮古市で
作られている
エネルギー

エネルギーの利用状況（合計4,925ＴＪ）

エネルギーの内訳（利用／損失）

単位：ＴＪ（エネルギーなどを表す単位）
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特集　脱炭素社会の実現に向けて

宮
古
市
の
目
指
す
姿

　

市
で
は
、
目
指
す
地
域
の
将
来
像

を
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
実
現

す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
ま
ち
〜
恵
み
豊

か
な
自
然
の
継
承
と
地
域
内
経
済
循
環

〜
〟
と
し
て
い
ま
す
（
下
記
【
図
】
の

イ
メ
ー
ジ
）。

使
う
量
を
減
ら
す
、
効
率
的
に

使
う
【
省
エ
ネ
の
推
進
】

　

高
効
率
機
器
や
高
断
熱
建
築
物
へ
の

転
換
な
ど
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
減
ら
す
こ
と
、
ま
た
、
限
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
使
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
省
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
醸

成
や
行
動
変
容
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
【
再

エ
ネ
の
導
入
】

　

多
様
か
つ
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や

し
、割
合
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
導
入
を
進

め
、
化
石
燃
料
か
ら
の
転
換
を
促
し
て

い
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

地
域
内
経
済
循
環

　

環
境
省
の
地
域
経
済
循
環
分
析
（
平

成
30
年
）
に
よ
る
と
、
市
外
か
ら
購
入

さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
費
用
は
約

１
３
９
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
、
地

域
で
消
費
す
る
こ
と
で
、
費
用
の
一
部

を
市
内
に
留
め
、
地
域
内
経
済
の
循
環

に
つ
な
げ
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
に
、
市
が
積
極
的
に
参
画
す

る
ほ
か
、
市
内
事
業
者
の
参
画
も
促
し

ま
す
。
脱
炭
素
と
あ
わ
せ
、
地
域
内
経

済
の
活
性
化
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
地
域
の
課
題
や
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
宮
古
市
の
目
指
す
姿
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　宮古市の取り組みについて、詳しくは市ホームページ（右記ＱＲコード）をご覧になるか、

市エネルギー推進課（市役所４階、☎68-9079）に問い合わせてください。

宮
古
市
の
目
指
す
姿

ビルの省エネ
低炭素型の
モビリティ

水素や蓄電池
による蓄エネ

電気自動車

資源循環

災害に強い
再生可能エネルギー
の創出

省エネルギー
家電への更新

災害に強い
快適なくらし

マイクログリッド

地域新電力

PPA事業

雇用創出

再エネを利用した
農業・水産業

林業・林産業
の活性化

豊富な地域
資源の活用

森林資源の活用
（ＣＯ２吸収源）

環境・
エネルギー教育

情報発信

H 2

エネルギーの
地産地消で実現する
ゼロカーボンのまち

～恵み豊かな自然の継承と
地域内経済循環～

【図】目指す地域の将来像
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脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
個
人
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
み
ん
な
で
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
電
気
の
小
売
事
業
者
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
、
個
人
、
事
業
所
の
視
点
か

ら
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

福士 久美子さん

（72、日立浜）

　

最
初
は
共
同
購
入
を
利
用
す
る
た
め
に

生
協
に
加
入
し
、
理
事
や
監
事
も
務
め
て

い
た
と
い
う
福
士
さ
ん
。
「
生
協
活
動
を

し
て
い
る
時
の
平
成
30
年
に
生
協
が
電
気

事
業
に
参
入
す
る
と
聞
い
た
。
環
境
に
優

し
い
電
気
を
使
え
る
と
知
り
、
子
ど
も
た

ち
に
安
心
な
社
会
を
残
す
た
め
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
契
約
し
た
」

と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
買
い
物
の
際
の
エ
コ
バ
ッ
グ
の

持
参
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電
気
を
こ
ま

め
に
消
し
た
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品

を
買
っ
た
り
と
省
エ
ネ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
わ
て
生
協
が
実
施
す
る
「
コ
ー
プ
の

で
ん
き
」
と
契
約
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
の
電
気
を
利
用
し
て
生
活

し
て
い
る
福
士
さ
ん
。
契
約
し
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
太
陽
光
発
電
所
の
電
力
を
調

達
し
、
主
に
公
共
施
設
に
電
力
の
販
売

を
行
っ
て
い
る
宮
古
新
電
力
株
式
会

社
。
取
り
組
み
や
今
後
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

宮
古
新
電
力
の
取
り
組
み

　

宮
古
新
電
力
は
、
再
エ
ネ
の
地
産
地

消
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地

域
の
脱
炭
素
化
・
災
害
対
応
力
強
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
株
主
で
あ
る
宮
古

市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
株
式

会
社
が
共
同
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
脱
炭
素
化
は
、
被
災
地
域
で
あ
る

宮
古
市
内
で
取
り
組
む
重
要
性
が
非
常

に
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
太
陽
光
発
電
の
電
力
を
調
達

し
、
公
共
施
設
や
民
間
企
業
に
供
給
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
地
産
電
源
比

率
は
27
・
５
％
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
地
産
電
源
比
率
を
高
め

る
た
め
に
は
、
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
開
発
し
て
、
市
内
の
皆
さ
ま

に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

世
の
中
に
再
エ
ネ
を
増
や
す
と
い
う
意

味
の
〝
追
加
性
〟
を
非
常
に
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

宮
古
新
電
力
の
こ
れ
か
ら

　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
選
定
を
受
け
、

宮
古
新
電
力
は
、
家
庭
向
け
グ
リ
ー
ン

電
力
プ
ラ
ン
や
太
陽
光
・
蓄
電
池
プ
ラ

ン
も
創
設
予
定
で
、
皆
さ
ま
に
手
軽
に

地
産
再
エ
ネ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
者
の

方
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
暮
ら

し
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
残
し
た
い

宮古新電力株式会社とは

　平成27年に設立された「再生可能エ

ネルギーの地産地消」を推進する「地

域新電力」事業会社です。

　地域内で作られた再生可能エネル

ギーを、地域内で使うことで地域内経

済の活性化を目指している会社です。

宮古新電力株式会社は、平成27年度に
事業を開始した田老太陽光発電所・津
軽石太陽光発電所の電力を調達してい
ます

添
そえ

田
だ

 卓
たか

弘
ひろ

さん（46）

宮古新電力株式会社
代表取締役

個
人
の
取
り
組
み

電
気
の
小
売
事
業
者
の
取
り

組
み
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佐藤 隆
りゅう

一
いち

さん（47）

沢与建設株式会社社長

　

佐
藤
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
経

験
か
ら
、
会
社
が
災
害
時
に
社
員
の
拠
点

と
な
る
よ
う
に
、
社
屋
の
新
築
に
併
せ
て

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
導
入
し
ま
し

た
。
「
停
電
に
な
っ
た
時
で
も
稼
働
で
き

る
よ
う
に
、
太
陽
光
発
電
を
導
入
し
た
。

電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、
緊
急
時

の
さ
ま
ざ
ま
な
備
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
、
会
社
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

た
め
に
も
い
ざ
と
い
う
時
に
活
動
で
き
る

会
社
に
し
た
い
」
と
思
い
を
話
し
ま
す
。

※
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
の
太
陽
光
発
電
補
助
金
を
事
業
者
で

初
め
て
導
入
し
た
沢
与
建
設
株
式
会
社
。

導
入
し
た
経
緯
を
伺
い
ま
し
た
。

太
陽
光
で
非
常
時
に
備
え
る

特集　脱炭素社会の実現に向けて

再生可能エネルギーとは？

【太陽光発電】

　太陽の光エネルギー

を太陽電池で吸収して

直接電気に変える発電

方法。

　風のエネルギーで風

車を回すことで電気を

作る発電方法。

　水が高い所から低い

所へ流れる力を利用し

てタービンを回して電

気を作る発電方法。

　木くずや間伐材、家

畜の排せつ物などのバ

イオマス資源を燃やし、

蒸気でタービンを回して電気を作る発電方法。

　再生可能エネルギーとは、太陽光・風力・水力・バイオマスといった自然の力を利用して作

られるエネルギーのことです。温室効果ガスを出さずに、地域で生産できることから、これか

らの社会に重要な“国産の”エネルギー源です。

　ここでは、代表的な発電方法を紹介します。■土台カラー：エターナルグリーン

■土台カラー：みどり

■土台カラー：エターナルグリーン

■土台カラー：みどり

■土台カラー：エターナルグリーン

■土台カラー：みどり

■土台カラー：エターナルグリーン

■土台カラー：みどり

【バイオマス発電】

小野寺　淳
あつし

さん（54）

株式会社ウッティかわい
常務取締役

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
者
の
取
り
組
み

【風力発電】

【水力発電】

事
業
者
の
取
り
組
み

　

川
井
地
区
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

を
導
入
し
、
売
電
を
行
っ
て
い
る
株
式

会
社
ウ
ッ
テ
ィ
か
わ
い
。
導
入
の
経
緯

と
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
お
が
く

ず
な
ど
の
販
売
先
を
失
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
自
社
で
の
活
用
を
検
討
し
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の
導
入
に
至
っ

た
と
い
う
小
野
寺
さ
ん
。「
未
利
用
の
森

林
資
源
や
工
場
で
発
生
す
る
端
材
な
ど

も
無
駄
な
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
の
木
材
を
積
極
的
に
使
っ
て

い
く
こ
と
で
、
地
元
の
林
業
、
さ
ら
に

は
地
域
経
済
の
発
展
に
も
貢
献
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
。
今
後
は
工
場
の
屋
根
な

ど
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
も
検
討

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
展
望
を
語
り
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
で
林
業
活
性
化
を
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宮
古
市
の
こ
れ
か
ら

　

宮
古
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

内
訳
は
太
陽
光
・
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

の
み
で
す
（
６
㌻
参
照
）。
主
に
電
力

を
供
給
し
て
い
る
東
北
電
力
の
化
石
燃

料
使
用
率
が
高
い
の
で
、
東
京
都
な
ど

の
首
都
圏
と
比
べ
て
も
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係

数
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
状
況
を
実
感
す
る
こ
と
が
、
こ
の
状

況
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
一
般
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
や
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
利
用
量
が
多
い
と
い
う

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
光
熱
費

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
断
熱
性
能
を

上
げ
る
こ
と
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
、

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
利
用
量
を
減
ら
し
、

光
熱
費
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
古
市
の
こ
れ
か
ら
に
期
待

す
る
こ
と

　

現
在
、
電
気
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
、
ガ

ス
な
ど
の
値
上
げ
の
影
響
に
よ
り
、
全

国
的
に
家
計
も
経
済
も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
少
し
で
も
自
分
で

変
え
ら
れ
る
所
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
窓
を
２
重
に
す
る
、
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
と
い
っ
た
小
さ
な

こ
と
で
も
〝
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

減
ら
す
こ
と
〟〝
暮
ら
し
の
質
を
上
げ

る
こ
と
〟
を
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
で
、
宮
古
市
全
域
が
〝
暮

ら
し
を
大
切
に
す
る
地
域
〟
と
い
っ
た

価
値
観
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生

活
水
準
が
上
が
り
、
移
住
者
の
増
加
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
に
向
け
て
行
っ
て
い

る
こ
と

　

私
の
研
究
室
で
は
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
設
置
や
窓
へ
の
遮
熱
フ
ィ
ル
ム

の
貼
り
付
け
、
窓
を
２
重
窓
に
し
た
こ

と
で
、
断
熱
性
能
の
向
上
と
空
気
の
循

環
に
よ
り
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
し
、
節
電
も
達
成
し
ま
し
た
。

　

私
の
家
庭
で
も
同
様
に
窓
を
２
重
窓

に
し
た
り
、
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
取
り
入
れ
、
自
宅
の
電
気
の
使

用
状
況
を
確
認
し
、
電
気
料
金
の
契
約

変
更
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
電
気
自

動
車
に
し
た
こ
と
で
、
給
油
の
必
要
も

な
く
な
り
、
節
約
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
め
る
こ
と

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

レ
ベ
ル
１

　
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　

照
明
を
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す

る
こ
と
で
電
気
料
金
が
大
幅
に
下
が
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
長

寿
命
の
た
め
、
更
新
の
費

用
も
手
間
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

レ
ベ
ル
２

　
空
調
器
具
の
更
新

　

空
調
器
具
を
高
効
率
の
製
品
に
す
る
こ

と
で
、
使
用
電
力
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
電
化
へ
の
変
更
も
ガ
ス
燃
料
の
利

用
量
減
に
も
つ
な
が
り
、
再
エ
ネ
へ
の
変

更
も
で
き
、
効
果
的
で
す
。

レ
ベ
ル
３
　
住
宅
の
断
熱
化

　

床
下
に
断
熱
材
を
入
れ
た
り
、
窓
を
２

重
窓
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
灯
油
や
電

気
の
利
用
量
が
減
り
、
光
熱
費
を
抑
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

レ
ベ
ル
４
　
電
気
自
動
車
の
利
用

　

家
庭
の
電
気
を
再
エ
ネ

主
体
に
変
え
て
ク
ル
マ
を

電
気
自
動
車
に
す
る
こ
と

で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

宮
古
市
の
脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
宮
古
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
会
議
会
長
の
中
田
俊
彦
教
授
（
東
北

大
学
大
学
院
）
か
ら
、
宮
古
市
の
現
状
と
期
待
す
る
こ
と
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

宮
古
市
の
脱
炭
素
化
の
現
状

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

中田 俊彦さん（62）

東北大学大学院教授

宮古市再生可能エネルギー推進会議会長
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脱炭素先行地域に選定！

〝
脱
炭
素
〟
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

大
き
く
貢
献
す
る

　

私
た
ち
が
経
済
活
動
を
行
う
際
、

必
ず
Ｃ
Ｏ
２

は
排
出
さ
れ
ま
す
。
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
上
記
の

５
つ
の
ア
イ
コ
ン
は
、
脱
炭
素
に
関

係
す
る
目
標
で
あ
り
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

〝
１
人
の
１
０
０
歩
〟
よ
り

〝
１
０
０
人
の
１
歩
〟

　

「
ほ
か
の
誰
か
が
取
り
組
む
な
ら

自
分
が
や
ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
考
え
て
し
ま
う
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
取
り
組
み

で
も
、
多
く
の
方
が
取
り
組
む
こ
と

で
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
暮
ら
し

の
質
を
落
と
さ
ず
、
節
電
や
省
エ
ネ

の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
持
続
可
能
な
社
会
を
残
し

て
い
く
た
め
に
も
、
小
さ
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

終
わ
り
に

　地域脱炭素の実現に向けて、地域特性に応じた

先行的な取り組みを実施する地域のことです。

　宮古市は第２回募集に申請を行い、11月１日に

国（環境省）の選定を受けました。岩手県内では、

宮古市と久慈市の２カ所が選ばれています。これ

により、脱炭素に向けた取り組みを加速させてい

きます。

　市のテーマは「広域合併したまちの脱炭素地域

づくり〜宮古市版シュタットベルケから始まる地

域内経済の好循環の拡大を目指して〜」です。住

宅などに太陽光発電・蓄電池を最大限導入すると

ともに、太陽光発電や中型風力発電の導入などに

より再エネの活用と脱炭素化を進めます。

　旧４市町村の各地区が地域特性を生かして、エ

ネルギーを軸とした相互連携・補完体制の構築を

目指すものです。

　先行地域としては、拠点集約エリアである中心

市街地と東日本大震災からの復興で再整備された

田老地区をモデル地区としながら、取り組みは市

全域で実施していきます。

　共同提案者である東北大学、宮古市脱炭素先行

地域づくり準備会議の構成団体と連携するととも

に、市民の皆さんや市内事業者の参画を促します。

地産の再エネ発電所の整備

　市内事業者が参画する事業体を主体に、太陽光

発電、中型風力発電の整備に取り組みます。

建物への太陽光発電・蓄電池設備の導入

　公共施設への導入のほか、住宅などへの自家消

費型の設備導入支援に取り組みます。

建物の省エネ化の推進

　無料省エネ診断の実施や高効率機器導入、住宅

の省エネ化などの支援に取り組みます。

電気自動車の導入

　公用車の電気自動車化を図るほか、市民の導入

支援に取り組みます。

普及啓発

　行動変容を促すための普及啓発に取り組みます。

特集　脱炭素社会の実現に向けて

脱炭素先行地域とは

宮古市の取り組み
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新型コロナウイルス感染症に
関連する情報について

　新型コロナ感染症の拡大などの影響で売上が

減少し、事業継続のために資金を必要とする市

内事業者を対象に、給付金を支給しています。

　この度、申請期限を延長し、対象要件（売上

高の比較月）を拡大します。

※申請済みの方は、改めての申請はできません

■対象要件　次の要件を全て満たすこと

①市内に事業所を有し、事業を営む中小企業者、

個人事業者 など

②令和元年の売上高が100万円以上で、令和４年

４月から12月までのいずれかの月の売上高が、

令和元年から３年のいずれかの年の同月売上高

と比較して15％以上減少している者

③市税を完納している者

■支給額　令和元年の売上高や業態に応じ、１

事業者あたり５～ 20万円

■申請期限　１月31日㈫

※対象業種や対象要件、申請書類などの

詳細は市ホームページ（右記ＱＲコード）

をご覧ください

■申請方法　問い合わせ先に持参または郵送

■問い合わせ　市産業支援センター（市役所２

階、〒027-8501住所不要、☎68-9092または☎

68-9067）

宮古市中小企業者事業継続緊急支援給付金の申請期限を延長

市内企業への就職を目指す若者の就職活動を応援！
宮古市若者就職活動支援補助金

■対象　市外に在住する学生または、既卒３

年以内の29歳以下の若者

■対象条件　次のいずれかを満たすこと

①市内企業のインターンシップへの参加

②宮古地域雇用対策協議会などが主催する就

職面談会（ふるさと就職面談会など）への参加

③市内企業の職場見学、個別説明会、採用試

験などへの参加

※公務員試験の受験（説明会、インターンシッ

プへの参加を含む）は対象外

■補助額　

《交通費（１回あたり）》

▷県内居住者　３千円

▷東北（岩手県外）地区の居住者　５千円

▷東北地区以外の居住者　１万円

《宿泊費（１泊あたり）》

３千円（宿泊施設を利用した場合に限る）

【県内または東北地区の居住者】上限２万円

【東北地区以外の居住者】上限３万円

※補助上限額以内であれば、同一年度内に複

数回申請できます

■申し込み方法　申請書に必要事項を記入し、

持参、郵送またはメール。申請書は申込先で配

布するほか、市ホームページ（右記Ｑ

Ｒコード）からもダウンロードできます

■申し込み　市産業支援センター（市

役所２階、〒027-8501住所不要、☎68-9067、

Csangyo@city.miyako.iwate.jp）

　市外に在住する若者が、市内企業・事業所へのインターンシップや就職活動を行う際に、居

住地から宮古市への移動にかかる“交通費”と“宿泊費”の一部を補助します。

　申請をお考えの場合は、事前に申込先へ問い合わせてください。

■適用期間　令和２年１月１日〜令和５年３月

31日㈮の間で、療養のために勤務することがで

きない期間

※入院が継続する場合は、最長１年６カ月まで

適用されます。対象者・適用期間など詳しくは

市ホームページ（右記ＱＲコード）をご

確認ください

■問い合わせ　市総合窓口課国民健康保

険係（市役所１階、☎68−9075）・医療給付係（☎

68-9076）

傷病手当金の適用期間が３月31日㈮まで延長に
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　11月に着手した工事です。

　工事の入札契約の状況は市のホームページ

（Bhttps://www.city.miyako.iwate.jp/index/

jigyosya/sieikensetukouji_kekka.html）

でも公表しています。

■問い合わせ　市契約管財課（☎68−9070）

市営建設工事の発注状況のお知らせ（11月着工分）

工事名 場所 工事期間
契約金額

(円)
請負者

工事
担当課

川井地区河川整備工事 川井第８地割 Ｒ4.11.5 ～Ｒ5.2.7 2,607,000㈲乙戸建設
川井総合事
務所

農道白金線道路改良工事 田鎖第10地割ほ
か Ｒ4.11.5～Ｒ5.3.16 26,455,000㈱小成良治商店 農林課

津軽石地区送水管布設（その５）工事 津軽石第13地割 Ｒ4.11.8～Ｒ5.3.15 10,529,200小山田電業㈱ 施設課

磯鶏地区電線共同溝工事に伴う配水管
移設（その２）工事

磯鶏一丁目 Ｒ4.11.8～Ｒ5.3.15 19,800,000㈱小成良治商店 施設課

市内公園修繕工事 上鼻二丁目ほ
か Ｒ4.11.12 ～Ｒ5.3.15 1,537,800㈲関川建設工業 都市計画課

磯鶏橋補修工事 上村一丁目 Ｒ4.11.12～Ｒ5.3.8 2,920,500㈲関川建設工業 建設課

崎山松月線道路改良（法面）工事 崎山第５地割 Ｒ4.11.18 ～Ｒ5.3.10 14,576,100刈屋建設㈱ 建設課

蛸の浜漁港灯浮標補修工事 鍬ヶ崎第６地割 Ｒ4.11.18 ～Ｒ5.2.15 1,705,000大坂建設㈱ 水産課

寄生木橋補修（その３）工事 田の神二丁目 Ｒ4.11.26 ～Ｒ5.3.15 6,257,900佐藤土木工業㈲ 建設課

重茂北部第２配水場ほか場内整備工事 重茂第７地割ほ
か Ｒ4.11.29 ～Ｒ5.3.15 6,144,600雄和総業㈱ 施設課

資格審査申請を忘れずに
市の競争入札への参加に必要

　市が発注する工事や建設関連業務、物品

の売買・役務（建物の管理、機械の保守点

検など）の入札や見積もりに参加を希望す

る事業者について、資格審査申請を受け付

けます。

【市営建設工事、建設関連業務の新規申請】

■有効期間　令和５・６年度（現在名簿に

登録されている事業者も申請が必要です）

【物品売買・役務の追加申請】

■有効期間　令和５・６年度（現在名簿に

登録されている事業者は申請不要です）

【共通】

■提出方法　所定の申請書を持参または郵

送などで提出。申請書は提出先で

配布するほか、市ホームページ（右

記ＱＲコード）からもダウンロー

ドできます。

■提出部数　１部（書類をＡ４フラット

ファイルにとじて提出）

■受付期間　２月１日㈬～ 28日㈫

■提出先・問い合わせ　市契約管財課契約

検査係（市役所３階、〒027−8501住所不要、

☎68−9070）

　

本
州
屈
指
の

水

揚

げ

を

誇

る
〝
宮
古
の
マ

ダ
ラ
〟
を
使
っ

た
料
理
や
加
工

品
、〝
鱈
め
し
〟

が
販
売
さ
れ
る

ほ
か
、
地
元
の

農
林
水
産
物
な

ど
も
味
わ
う
こ

と

が

で

き

ま

す
。

■
日
時　

１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

宮
古
市
魚
市
場
特
設
会
場

※
宮
古
駅
と
会
場
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
な
お
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
行
い
ま
せ
ん

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

▽
出

入
り
口
を
１
カ
所
に
限
定
し
、
検
温
・
手
指
消

毒
を
行
い
ま
す
▽
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
家
族

に
体
調
が
悪
い
人
が
い
る
場
合
は
、
来
場
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
▽
開
催
日
直
近
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

宮
古
真
鱈
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
水
産
課
内
、
☎
�
９

０
９
９
）

本
州
屈
指
の
水
揚
げ

本
州
屈
指
の
水
揚
げ

「
宮
古
真
鱈
ま
つ
り
」
を
開
催
！

「
宮
古
真
鱈
ま
つ
り
」
を
開
催
！
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書館情報図
市立図書館（☎62−2414）田老分室（☎87−2976）新里分室（☎72−2019）川井分室（☎76−2167）

■開館時間	 ●�市立図書館･･･水〜土曜日 9:00〜19:00、火曜･日曜･祝日 9:00〜17:00

	 ●田老・新里・川井分室･･･火〜日曜日 9:00〜17:00

■１月の休館日	 ●�市立図書館・川井分室･･･月曜日（９日は開館）、１月１日㈰〜３日

㈫・10日㈫

	 	 ●�田老・新里分室･･･月曜日、１月１日㈰〜３日㈫

LIBRARY

市立図書館

【特集】「�今日は何の日？」

『もっとおいしい！
はじめてのスパイスカレー』

水野　仁輔（著）

【１月22日㈰＝カレーの日】

 フライパンひとつ

あれば大丈夫。３

種類のスパイスと

わかりやすい３つ

のステップで簡単

に本格的なカレー

ができるコツを紹

介しています。

『風が強く吹いている』

三浦　しをん（著）

【１月２日㈪・３日㈫＝箱根駅伝】

 箱根駅伝を走りた

い―。そんな灰二

の想いが、天才ラ

ンナー走と出会っ

て動き出す。個性

あふれるメンバー

とともに箱根駅伝

に挑む青春小説。

移動図書館車
「うぐいす号（田老・新里・川井）」

１月の運行日程

う劇場～ゆきおんな～」（15分）

③ １月21日㈯午前11時、午後２時

▶「新・ジャングル大帝～約束～」

（24分）

④ １月28日㈯午前11時、午後２時

▶「トムとジェリー～ネズミ取り

必勝法～」（８分）「こどもにんぎょ

う劇場～ハーメルンのふえふき男

～」（15分）

◇おはなし会（こども図書室）

期日＝１月７日･14日･21日･28日㈯

時間＝午後２時30分

内容＝絵本・紙芝居の読み聞かせ

　◇図書館シネマー大人のため

　　の映画会ー（視聴覚室）
　

　日時＝１月21日㈯午後３時

　内容＝「影裏」（134分）

田老分室
（田老公民館内）

【特集】「風水・スピリチュアルパ

ワーで新春開運！！」

　運気をアップさせたい！…とい

う方へおすすめです。

◇映画会

日時＝１月６日㈮午後２時

内容＝「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」

30分程度

新里分室 
（新里生涯学習センター内）

【特集】「ピョンとうさぎ年」
　今年はうさぎ年！可愛いうさぎ
が登場する本を紹介します。

川井分室
（北上山地民俗資料館内）

【特集】「うさぎの絵本」
　今年は卯年、かわいいうさぎの
絵本がたくさんあります。

◇展示コーナー

特集「あれも、これも、図鑑！」（こ

ども図書室前）

　定番の図鑑からちょっと変わっ

た図鑑まで、いろいろな図鑑を集

めました。

◇こども映画会（視聴覚室）

① １月７日㈯午前11時、午後２時

▶「ミッキーマウス～ミッキーの

アイス・スケート～」（８分）「ふ

るさと再生　日本の昔ばなし～ね

ずみのすもう／和尚と小僧のぷ～

ぷ～ぱたぱた～」（16分）

② １月14日㈯午前11時、午後２時

▶「チップとデール～リスのオモ

チャ合戦～」（８分）「こどもにんぎょ

 １月の記念日や行事、風物詩な
どにちなんだ本の特集です。

地区 運行日・駐車時間 場所

新
　
里

５日

19日

㈭

10:40〜

11:00〜

11:30〜

13:10〜

13:45〜

14:15〜

14:45〜

10:55

11:15

11:45

13:30

14:00

14:30

15:00

 和井内・和井内深山産直付近

 刈屋・澤口氏宅前

 刈屋・高橋理容所前

 新里中学校前

 愛福祉会前

 茂市駅付近

 蟇目駅付近

田
　
老

６日

20日

㈮

10:15〜

10:50〜

11:20〜

13:00〜

13:45〜

10:30

11:05

11:35

13:30

14:00

 樫内・宮古市消防団第29    

 分団樫内器具置き場付近

 末前･伝承館前

 三王災害公営住宅
 10号棟付近

 グループホームおもつべ

 三陸鉄道摂待駅付近

６日㈮
のみ 14:30〜15:00  崎山・グループホームたろう

川
井
・
閉
伊
川
コ
ー
ス

18日

㈬

9:45〜

10:15〜

10:40〜

11:00〜

11:15〜

11:45〜

12:40〜

13:05〜

13:40〜

14:00〜

14:20〜

10:00

10:30

10:50

11:10

11:40

11:50

12:50

13:35

13:50

14:10

14:30

 泉山氏宅前

 門馬出張所前

 柳渡氏宅前

 ウォーキングセンター

 大倉氏宅前

 「道の駅」区界高原

 やまびこ産直館

 川井中学校前

 特産品加工施設

 箱石地域振興センター

 片巣御供養様前

川
井
・
小
国
川
／
箱
石
コ
ー
ス

25日

㈬

9:40〜

10:00〜

10:20〜

10:35〜

11:10〜

11:25〜

13:05〜

13:50〜

9:50

10:10

10:30

11:00

11:20

11:35

13:35

14:40

 ユーニット

 赤沢集会所

 上湯沢集会所前

 小国出張所

 横道氏宅前

 大久保バス停

 川井小学校前

 むつわ荘

　

■日時　１月４日㈬

■時間　開館時間から

　�一般は午前９時と午後１時の

２回に分けて、こども、ティー

ンズは午前９時から実施しま

す。どちらもなくなり次第終

了です。

■�個数　一般20袋、こども10袋、

ティーンズ５袋の合計35袋

※�一人１袋限定で、本は返却し

てください

図書館福袋
新刊を中心に、図書館員が選
んだ本の福袋を貸し出します。
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報2023.1.1 ※15〜18㌻は、参加した高校生議員たちと一緒に作成しました

委嘱状を手に、気持ち引き締まる瞬間

議場の雰囲気を肌で感じていました

念を入れて最終チェック

みやこ未来議会２０２２
未
来
議
会
っ
て
何
？

　

宮
古
市
の
次
代
を
担
う
市

内
の
高
校
生
を
対
象
に
、
市

民
と
し
て
の
自
覚
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

陸
中
宮
古
青
年
会
議
所
が

主
催
（
市
・
市
議
会
共
催
）

し
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。
高
校
生
ら
は
４
回
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
、
本
番
に
挑
み
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
１
回
（
７
月
24
日
）

　
第
１
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
陸
中
宮
古
青
年
会

議
所
の
吉
水
和
也
理
事
長
が
、

参
加
し
た
高
校
生
を
前
に〝
考

え
る
だ
け
で
は
な
く
実
行
に

移
す
こ
と
の
大
切
さ
〟
に
つ
い

て
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
高
校
生
は
み
や
こ

未
来
議
会
の
概
要
説
明
を
受

け
、
委
嘱
状
と
議
員
証
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
本
市
長
の
講
話

や
、
市
総
合
計
画
の
説
明
を

聞
き
、
活
発
に
質
問
や
意
見

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
２
回
（
８
月
７
日
）

　

第
２
回
で
は
、
議
会
で
発

言
す
る
テ
ー
マ
の
方
向
性
を

決
め
る
た
め
、
各
グ
ル
ー
プ

で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
宮
古

市
の
強
み
・
弱
み
な
ど
の
要

素
を
付
箋
に
書
き
出
し
、
積

極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
観
光
・
産
業
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー

マ
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
が

重
要
と
考
え
る
こ
と
の
意
見

集
約
に
努
め
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
３
回
（
８
月
20
日
）

　

後
半
に
入
っ
て
き
た
第
３

回
目
。
こ
の
回
で
は
議
場
見

学
と
、
質
問
事
項
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
、
市
議
会
の
工

藤
小
百
合
議
員
と
田
中
尚
議

員
が
議
会
運
営
の
仕
組
み
を

説
明
。
高
校
生
た
ち
は
緊
張

し
な
が
ら
も
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
説
明
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

話
し
合
い
で
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
な
ど
を
市
職
員
に
確
認

し
な
が
ら
、
質
問
事
項
を
固

め
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
４
回
（
10
月
２
日
）

　

こ
の
日
は
本
番
前
の
最
後

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

ど
う
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
考

え
を
議
会
で
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
陸
中

宮
古
青
年
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー
や
、
別
グ
ル
ー
プ
の
高

校
生
メ
ン
バ
ー
と
も
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

16
・
17
㌻
で
は
11
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
議
会
当
日
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

たくさんの案を出して方針を固めます
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○佐々木奎
けい

翔
と

議員（２年、写真左）

○佐々木真
まさ

斗
と

議員（２年、写真中央左）

○田中　綾
あや

議員（２年、写真中央右）

○山崎和
わ

奏
かな

議員（２年、写真右）

LL
エルエル

CC
シーシー

委員会（宮古商工高校）委員会（宮古商工高校）

○阿部美
み

愛
あ

議員（１年、写真左）

○湊
みなと

　悠
ゆう

誠
せい

議員（１年、写真中央左）

○永洞春
はる

希
き

議員（２年、写真中央右）

○藤田琉
る

伽
か

議員（２年、写真右）

MM
マ リ ー ンマ リ ー ン

ARINEARINE--GG
ジージー

委員会（宮古水産高校）委員会（宮古水産高校）

問
１
問
１　

現
在
、
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
学

生
が
十
分
に
利
用
で
き
な
い
状
況
だ
。
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
１

階
・
２
階
の
他
に
も
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
れ
ば
、

学
生
の
活
動
が
よ
り
活
発
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
１
答
１　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
施
設
の
利
用
者
制
限
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
の
設
置
に
よ
り
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
を
制

限
し
て
い
る
。
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
緩
和
し
て
い
く
。

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
の
ほ
か
に
も
市
立
図
書
館
、
地
域
創
生
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
あ
る
の
で
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
２
問
２　

高
浜
小
学
校
付
近
に
歩
道
の
凸
凹
が
目
立
つ
箇

所
や
、
山
側
の
土
砂
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。
通
行
者
に
と
っ
て
、
車
と
の
衝
突
の
危
険
性

が
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
。

答
２
答
２　

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
損
傷
個
所

な
ど
の
把
握
と
補
修
に
努
め
て
い
る
。
細
部
ま
で
把
握

し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
所
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
道
路
損
傷

等
通
報
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
を
送

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
１
問
１　

水
産
高
校
全
生
徒
に
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
宮
古

市
に
就
職
・
定
住
し
た
い
と
答
え
た
の
は
15
％
だ
け
だ
っ
た
。

多
く
の
回
答
に
、
イ
オ
ン
な
ど
の
商
業
施
設
が
あ
れ
ば
定

住
し
た
く
な
る
と
あ
っ
た
。若
者
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
に
、

商
業
施
設
を
誘
致
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
同
調
査

で
は
市
の
就
業
奨
励
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
の

声
が
あ
っ
た
。
制
度
周
知
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
１
答
１　

イ
オ
ン
な
ど
の
企
業
は
魅
力
的
だ
と
思
う
。
し
か

し
、
企
業
は
人
口
規
模
な
ど
総
合
的
に
進
出
を
判
断
し
て

お
り
、
現
状
、
出
店
の
動
き
は
な
い
。
就
業
奨
励
制
度
は

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
き
た
。
高
校
生
へ
の
周
知
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、今
後
は
市
内
在
校
生
に
も
周
知
し
て
い
く
。

問
２
問
２　

市
の
政
策
を
策
定
す
る
際
に
、
18
歳
以
上
の
市
民

を
対
象
に
し
た
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

気
軽
に
高
校
生
は
参
加
で
き
な
い
。
高
校
生
が
市
長
や
市

議
会
議
員
と
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
２
答
２　

市
で
は
、
高
校
生
と
市
内
企
業
を
取
材
し
て
企
業

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
市
内
高
校
生
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
自
由
な
発
想
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

作
る
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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○工藤　櫂
かい

議員（２年、写真左）

○戸
と

塚
つか

悠
ゆう

仁
じん

議員（２年、写真中央）

○上田集
あつ

士
む

議員（２年、写真右）

宮古高校未来委員会（宮古高校）宮古高校未来委員会（宮古高校）

○狩
かり

野
の

海
み

璃
り

議員（２年、写真左）

○畠山芽
め

依
い

議員（２年、写真中央左）

○大久保　彩
あや

議員（２年、写真中央右）

○鎌田桜
さ

來
ら

議員（２年、写真右）

TT
チ ー ムチ ー ム

EAMEAM  SS
ス ズ キス ズ キ

UZUKIUZUKI委員会（宮古高校）委員会（宮古高校）

問
１
問
１　

市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
市
民

の
認
知
度
を
上
げ
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
１
答
１　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
広
報
み
や
こ
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
の
発
行
物
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
画
像
や
リ
ン

ク
機
能
な
ど
、
媒
体
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
て
効
果
的
な
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

問
２
問
２　

宮
古
高
校
の
生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
三
陸
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
本
数
・
車
両
を
増
や
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
市
と
し
て
は
現
在

の
ダ
イ
ヤ
本
数
を
適
正
と
考
え
て
い
る
か
。

答
２
答
２　

三
陸
鉄
道
だ
け
で
な
く
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
数
は
年
々
減
少
し
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
ダ
イ
ヤ
設
定
を

行
っ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ダ
イ
ヤ
で
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
も
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
と
な
る

よ
う
各
高
等
学
校
と
も
話
し
合
い
、
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
。

問
１
問
１ 

市
に
は
旧
宮
古
工
業
高
校
で
製
作
さ
れ
た
津
波

模
型
が
あ
る
が
、
製
作
に
携
わ
っ
た
先
生
が
退
職
さ
れ

て
以
降
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
津
波
模
型
で
の
実
演

は
見
て
い
る
人
の
感
覚
に
訴
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思

う
。
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
１
答
１　

退
職
さ
れ
た
先
生
は
、津
波
模
型
を
引
き
取
り
、

今
後
も
活
動
す
る
意
向
で
あ
る
。
津
波
模
型
で
の
実
演

は
、
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
の
に
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

問
２
問
２ 

現
在
、
西
ヶ
丘
や
山
口
な
ど
、
住
居
専
用
地
域

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
既
存
の
公
共
交
通

機
関
だ
け
で
は
住
民
の
需
要
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い

な
い
。
今
後
の
交
通
体
系
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
２
答
２　

市
内
の
各
地
域
を
、
公
共
交
通
機
関
で
つ
な
ぐ

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
住
居
専
用
地
域
で

も
路
線
の
新
設
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。



⓲

　

若
者
が
残
り
た
い
と
思
う
ま
ち
を
念

　

若
者
が
残
り
た
い
と
思
う
ま
ち
を
念

頭
に
、
市
の
課
題
や
、
よ
り
良
い
ま
ち

頭
に
、
市
の
課
題
や
、
よ
り
良
い
ま
ち

と
は
何
か
を
考
え
、
思
い
を
素
直
に
伝

と
は
何
か
を
考
え
、
思
い
を
素
直
に
伝

え
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

え
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

伝
え
た
い
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
は

伝
え
た
い
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
は

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
参

に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
参

加
し
て
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
よ

加
し
て
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
よ

り
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

将
来
を
担
う
若
者
の
意
見
を
市
に
伝

　

将
来
を
担
う
若
者
の
意
見
を
市
に
伝

え
る
重
要
な
機
会
と
考
え
、
水
産
高
校

え
る
重
要
な
機
会
と
考
え
、
水
産
高
校

の
全
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

の
全
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

と
、
そ
こ
に
は
市
の
政
策
の
周
知
不
足
、

と
、
そ
こ
に
は
市
の
政
策
の
周
知
不
足
、

商
業
施
設
の
誘
致
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

商
業
施
設
の
誘
致
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
思
い
を
集
約
し
、
議
会
で
市
に

そ
れ
ら
の
思
い
を
集
約
し
、
議
会
で
市
に

伝
え
ま
し
た
。
同
年
代
の
高
校
生
と
交

伝
え
ま
し
た
。
同
年
代
の
高
校
生
と
交

流
す
る
貴
重
な
経
験
を
通
じ
て
、
さ
ま

流
す
る
貴
重
な
経
験
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ざ
ま
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
政
の
役
に
立
て
た
な
ら
幸
い
で
す
。

た
。
市
政
の
役
に
立
て
た
な
ら
幸
い
で
す
。

　

最
初
は
部
課
長
の
方
々
へ
意
見
す
る

　

最
初
は
部
課
長
の
方
々
へ
意
見
す
る

こ
と
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
と
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

仲
間
た
ち
が
積
極
的
に
発
言
す
る
姿
を

仲
間
た
ち
が
積
極
的
に
発
言
す
る
姿
を

見
て
、
私
も
、
市
の
未
来
を
考
え
て
質

見
て
、
私
も
、
市
の
未
来
を
考
え
て
質

問
や
提
言
が
で
き
ま
し
た
。
意
見
を
持
っ

問
や
提
言
が
で
き
ま
し
た
。
意
見
を
持
っ

て
い
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

て
い
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

と
分
か
っ
た
の
で
、
将
来
自
分
の
住
む

と
分
か
っ
た
の
で
、
将
来
自
分
の
住
む

ま
ち
で
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、

ま
ち
で
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、

積
極
的
に
意
見
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

積
極
的
に
意
見
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

大
き
な
失
敗
を
す
る
こ
と
な
く
、
進

　

大
き
な
失
敗
を
す
る
こ
と
な
く
、
進

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で

は
積
極
的
に
発
言
す
る
人
が
多
く
、
頼

は
積
極
的
に
発
言
す
る
人
が
多
く
、
頼

も
し
か
っ
た
で
す
。
市
長
や
部
課
長
の

も
し
か
っ
た
で
す
。
市
長
や
部
課
長
の

方
々
と
議
論
が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重

方
々
と
議
論
が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、

な
体
験
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、

自
分
の
将
来
に
必
ず
生
き
て
く
る
と
思

自
分
の
将
来
に
必
ず
生
き
て
く
る
と
思

う
の
で
、
来
年
参
加
す
る
人
に
は
、
無

う
の
で
、
来
年
参
加
す
る
人
に
は
、
無

理
と
諦
め
ず
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

理
と
諦
め
ず
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

議長

上田集士

宮古高校未来委員会

戸塚悠仁

TEAM SUZUKI委員会

鎌田桜來

宮
古
市
議
会
議
長　
　

橋
本
久
夫

陸
中
宮
古
青
年
会
議
所
理
事
長

吉
水
和
也

副議長

佐々木奎翔

LC委員会

山崎和奏

MARINE-G委員会

永洞春希

　

多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
下
、

み
や
こ
未
来
議
会

は
３
回
目
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
毎
年
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
着
眼
点

の
多
様
性
や
ま
ち
に
対
す
る
思
い
の
強
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
序
盤
か
ら
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
も

負
け
な
い
よ
う
活
動
を
続
け
、
熱
い
思
い

を
持
っ
た
若
者
が
よ
り
活
躍
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
高
校
生
の

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！

広
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毎
回
、
高
校
生

議
員
の
皆
さ
ん
の

は
つ
ら
つ
と
し
た

話
し
ぶ
り
や
、
身

近
な
関
心
に
基
づ

い
た
質
問
に
「
は
っ
」
と
さ
せ
ら
れ
、
議

員
と
し
て
の
初
心
を
思
い
返
す
貴
重
な
時

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
議
会
や
市
は
、

市
民
の
生
活
に
直
結
し
た
身
近
な
機
関
で

あ
り
、
今
回
の
経
験
を
機
に
、
皆
さ
ん
が

市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
３
カ
月
に
わ
た
る

準
備
、
大
変
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま

た
議
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

みやこ未来議会を振り返って

　当日の様子は、陸中宮古青年会議所のユーチューブチャンネル　当日の様子は、陸中宮古青年会議所のユーチューブチャンネル
（右記ＱＲコード）からご覧いただけます。（右記ＱＲコード）からご覧いただけます。

　

も
っ
と
住
み
や
す
い
街
に
す
る
べ
く
、

　

も
っ
と
住
み
や
す
い
街
に
す
る
べ
く
、

市
か
ら
の
回
答
内
容
を
よ
く
考
え
た
上

市
か
ら
の
回
答
内
容
を
よ
く
考
え
た
上

で
、
具
体
例
を
挙
げ
る
よ
う
意
識
し
な

で
、
具
体
例
を
挙
げ
る
よ
う
意
識
し
な

が
ら
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
質
問

が
ら
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
質
問

に
対
す
る
市
の
方
の
課
題
解
決
に
向
け

に
対
す
る
市
の
方
の
課
題
解
決
に
向
け

た
熱
意
が
印
象
的
で
し
た
。
今
、
市
政

た
熱
意
が
印
象
的
で
し
た
。
今
、
市
政

に
関
わ
る
取
り
組
み
が
少
な
い
た
め
、
仲

に
関
わ
る
取
り
組
み
が
少
な
い
た
め
、
仲

間
と
協
力
し
て
市
政
を
考
え
る
こ
と
は

間
と
協
力
し
て
市
政
を
考
え
る
こ
と
は

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

活
発
に
議
論
す
る
仲
間
に
鼓
舞
さ

　

活
発
に
議
論
す
る
仲
間
に
鼓
舞
さ

れ
、
最
後
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き

れ
、
最
後
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
山
本
市
長
、
部
課
長
の
方
々

ま
し
た
。
山
本
市
長
、
部
課
長
の
方
々

の
熱
い
思
い
に
感
銘
を
受
け
、
常
に
挑

の
熱
い
思
い
に
感
銘
を
受
け
、
常
に
挑

戦
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
が

戦
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
が

で
き
た
こ
と
は
、自
信
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
た
こ
と
は
、自
信
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
に
携
わ
っ
た
方
々
へ
深
く
感
謝
し

議
会
に
携
わ
っ
た
方
々
へ
深
く
感
謝
し

ま
す
。
市
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
時

ま
す
。
市
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
時

間
は
自
分
の
糧
に
な
る
の
で
、
後
輩
た

間
は
自
分
の
糧
に
な
る
の
で
、
後
輩
た

ち
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ち
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。



各種無料相談 〜一人で悩まずに〜
１月の無料相談会の日程です。気軽にご利用ください。

2023.1.1⓳ 広
報

１
月
の
各
種
無
料
相
談
　
★★
は
要
予
約

相　談 日　時 場　所 予約・問い合わせ

★弁護士相談 毎週木曜日午前10時〜午後３時 市市民相談室（市役所１階、☎68-9081）

人権相談 毎週水曜日午前10時〜午後４時 盛岡地方法務局宮古支局
盛岡地方法務局宮古支局

（☎62-2337）

行政相談 10日㈫午前９時〜正午 市市民相談室（市役所１階、☎68-9081）

公証人相談
（遺言相談）

10日㈫午前９時〜正午
宮古公証役場（陸中ビル２階、☎63-4431）
※左記以外に相談希望日があればご連絡ください

★くらしとお金の
　安心相談会

５日㈭午後１時〜５時
※４日㈬までに要予約

市市民相談室

信用生協盛岡事務所
（☎019-653-0001）

★交通事故相談
31日㈫午後１時〜３時
※27日㈮正午までに要予約

市市民相談室（市役所１
階、☎68-9081）

★災害復興住宅
　融資の相談会

18日㈬午後２時〜４時
※15日㈰までに要予約

住宅金融支援機構
（☎0120-086-353）

★震災被災者の
　弁護士相談

23日㈪午前10時〜午後３時
※20日㈮正午までに要予約

宮古地区合同庁舎（五月町）
いわて被災者支援セン
ター（☎0193-30-1034）

　

任
期
も
あ
と
３
カ
月
。
こ
の
間
、
公
私
共
々

で
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
活
動
と
暮
ら
し
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
に
は
活
動
の
柱
に
し
て
き
た
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
田
代
地
区
の
振
興
に
つ
な
が
る
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
推
進
で
す
。
森
の

シ
ア
タ
ー
や
森
の
あ
そ
び
場
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ
、
そ
し
て
地
元
が
主
体
と
な
っ
て

企
画
し
た
森
の
カ
フ
ェ
な
ど
、
新
し
い

価
値
の
創
造
に
努
め
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
閉
校
に
な
っ
た
旧
亀

岳
小
学
校
を
地
元
主
体
で
の
活
用
で

す
。〝
お
茶
っ
こ
〟
を
通
じ
て
地
域
の
人

が
集
う
仕
掛
け
を
作
り
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
シ
ル
リ
ハ
体
操
教
室
が
自
発

的
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
管
理

地
域
お
こ
し
協
力
隊
便
り

　

最
終
年
度
の
活
動
も
最
終
コ
ー
ナ
ー
に
差

し
掛
か
り
ま
し
た
。
私
の
チ
カ
ラ
不
足
か
ら

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
な
か
っ
た
こ
と
が

心
残
り
で
す
。
頑
張
る
中
山
間
地
集
落
《
田

代
》
の
応
援
団
と
し
て
３
月
ま
で
し
っ
か
り

寄
り
添
っ
て
活
動
し
ま
す
。

運
営
す
る
体
制
づ
く
り
が
課
題
の
た
め
、
オ
ー

ル
田
代
で
取
り
組
む
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
地
域

の
お
宝
を
地
元
の
人
が
発
信
す
る
〝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
事
業
〟
と
、ま
さ
に
今
始
動
し
つ
つ
あ
る
〝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
〟
に

向
け
た
実
験
で
す
。
こ
れ
は
、
支
え
合
い
の
共

同
体
を
創
る
た
め
の
リ
ー
ス
車
両
を
利
用
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　

学
校
施
設
は
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
自
分
事
と
し
て
地
域
の
気
持
ち

が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
き
、
お
の
お
の
が
で
き

る
こ
と
を
持
ち
寄
り
工
夫
し
て
〝
田
代
ス
タ
イ

ル
〟
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
任
期
、
最
後
ま
で
地
域
に

寄
り
添
っ
て
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
地
元
主
体
で
活
用
さ
れ
、
中

山
間
地
集
落
の
活
性
化
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。
退
任
後
も
恩
返

し
が
し
た
い
の
で
、
宮
古
が
誇
る
豊

か
な
森
林
の
多
面
的
な
機
能
の
発
揮

に
取
り
組
み
ま
す
。

福ふ

く

原は

ら

隆た

か

泰ひ

ろ

さ
ん

第
33
回

C

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
情
報

発
信
中
！

宮
古
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Bhttps://www
.fa

ce
bo

ok
.com/miya

k
o.

ch
ii

kiokoshi/

コミュニティ・カーシェアリングの
先進地、石巻市・南三陸町を視察



まちの話題
笑
お
う
！
楽
し
も
う
！
こ
ど
も
落
語
体
験

３
×
３
バ
ス
ケ
コ
ー
ト
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

まちづくりへの意見を述べる参加者（26日・川井会場）

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

ア
ワ
ビ
に
サ
ケ
に
大
盛
況

　

11
月
23
日
、
う
み
ど
り
公
園
で
行
わ

れ
た
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
。
会
場
で
は

「
３
×
３
う
み
ど
り
カ
ッ
プ
」
が
開
催

さ
れ
、
選
手
た
ち
の
白
熱
し
た
プ
レ
ー

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
・
14
歳
以
下
の
男
子
の
部
で
優
勝

し
た
工
藤
丞

じ
ょ
う

さ
ん
（
宮
古
西
中
２
年
）

は
「
決
勝
戦
で
は
自
分
た
ち
ら
し
い
プ

レ
ー
が
で
き
た
。
仲
間
と
一
緒
に
練
習

に
来
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

市
長
と
語
ろ
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

11
月
18
日
、
新
里
小
学
校
で
行
わ
れ

た
体
験
会
に
は
、
同
校
児
童
と
保
護
者

な
ど
１
１
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
落

語
家
の
桂
竹た

け

丸ま

る

さ
ん
や
桂
鷹た

か

治じ

さ
ん
ら

が
講
師
を
務
め
、
小
話
な
ど
を
実
演
。

そ
の
後
児
童
は
、
出
ば
や
し
や
、
ま
ん

じ
ゅ
う
・
そ
ば
を
食
べ
る
し
ぐ
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
中
居
桜お

う

太た

く
ん
と
益
子
芽め

來ぐ

る

く
ん
は
「
体
験
は
緊
張
し
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
笑
っ
た
し
、
い

つ
か
落
語
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

かぎを慎重に引っかけて、狙ったアワビをゲットする参加者

果敢にドリブルで切り込む選手

バ
ス
ケ
コ
ー
ト
が
常
設
に

第
43
回
宮
古
市
田
老
鮭
・
あ
わ
び
ま
つ
り

日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ食べるしぐさのコツを教わりながら楽しく体験！

　

11
月
26
日
・
27
日
、
川
井
・
新
里
・

田
老
・
宮
古
の
各
地
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
市
長
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
な
ど
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
参
加
者
と
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
鈴
秀
夫
さ
ん
（
67
、川
井
）
は
「
市

長
と
直
接
話
が
で
き
る
場
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
地
域
の
活
性
化
が
大
切
だ

と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
田
老
野
球
場
駐
車
場
で

「
鮭
・
あ
わ
び
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
サ
ケ
が
泳
ぐ
い
け
す
や

姉
妹
都
市
の
八
幡
平
市
の
物
産
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
並
び
、
あ
わ
び
と
り
体
験
で

は
60
人
の
参
加
者
が
、
か
ぎ
を
使
っ
て

器
用
に
ア
ワ
ビ
を
捕
っ
て
い
ま
し
た
。

　

親
子
で
訪
れ
た
伊
勢
孝
太
く
ん

（
鍬
ヶ
崎
小
３
年
）
は
「
あ
わ
び
と
り

体
験
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
い
ろ

ん
な
グ
ル
メ
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
満
足
げ
に
話
し
ま
し
た
。

2023.1.1 ⓴広
報



■市の催しなどについてはフェイスブックなどでも紹介しています。※URLは裏表紙をご覧ください

第
51
回
宮
古
鮭
ま
つ
り

出
発
！
た
ろ
ち
ゃ
ん
バ
ス

お
正
月
飾
り
を
お
洒
落
に

田
代
地
区
の
歴
史
を
探
訪

　

12
月
１
日
、
道
の
駅
た
ろ
う
で
田
老

地
域
バ
ス
〝
た
ろ
ち
ゃ
ん
バ
ス
〟
の
運

行
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
称
を
考
案
し
た
田
老
第
一
小
学
校

の
児
童
が
式
に
出
席
し
、
山
本
市
長
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
児
童

ら
は
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
洞
真
弓
さ
ん
（
38
、
田
老
字
和
野
）

は
「
地
域
の
交
通
の
便
が
増
え
て
助
か

る
。
手
ご
ろ
な
運
賃
な
の
で
、
子
ど
も

と
一
緒
に
ど
ん
ど
ん
使
い
た
い
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

田
老
地
域
バ
ス
運
行
開
始
式工夫を凝らし、カラフルなしめ縄を完成させていました

愛称の“たろちゃんバス”は、59作品の中から選ばれました

　

12
月
４
日
、
宮
古
市
魚
市
場
で
第
51

回
宮
古
鮭
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
新
巻
鮭
の
販
売
や
、
イ

ク
ラ
を
使
っ
た
数
量
限
定
の
丼
も
の
・

そ
ば
の
ブ
ー
ス
な
ど
が
並
び
、
長
蛇
の

列
が
。
一
角
に
は
、
鮭
の
一
生
す
ご
ろ

く
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
鮭
の
生
態
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

富
田
史ふ

み

子こ

さ
ん（
37
、
北
上
市
）は「
新

巻
鮭
な
ど
の
故
郷
の
味
を
求
め
て
来

た
。
皆
で
楽
し
め
て
良
い
週
末
に
な
っ

た
」
と
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

　

11
月
27
日
、
田
代
地
区
で
行
わ
れ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〝
ブ
ラ
タ
シ
ロ
〟。
約

20
人
の
参
加
者
な
ど
が
、
田
代
地
区
在

住
の
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

大
正
時
代
に
作
ら
れ
た
宮
古
初
と
い
わ

れ
る
水
力
発
電
所
跡
な
ど
を
散
策
し
、

歴
史
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

佐
藤
憲
子
さ
ん
（
75
、
神
田
沢
町
）

は
「
水
力
発
電
所
の
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
、
気
に
な
っ
て
参
加
し
た
。
田

代
地
区
の
歴
史
を
知
る
こ
と
も
で
き
て

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
晩
秋
の
散

策
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

広
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おいしいね！ 100杯限定の“はらこそば”を味わう子どもたち

落水口や取水口を見学。当時の痕跡が色濃く残っていました

冬
の
味
覚
！
サ
ケ
を
堪
能

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

第
２
回
多
志
呂
國
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

12
月
３
日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
創

作
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
た
教
室
で
は
、

参
加
者
11
人
が
、
お
し
ゃ
れ
な
〝
し
め

縄
飾
り
〟
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
水
引

な
ど
を
使
い
、
し
め
縄
を
飾
り
付
け
。

最
後
に
完
成
品
を
並
べ
、
出
来
映
え
を

た
た
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
静
絵
さ
ん
（
40
、
板
屋
）
は
「
友

人
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
明
る
い

雰
囲
気
の
し
め
縄
が
で
き
た
。
玄
関
に

飾
っ
て
気
持
ち
良
く
新
年
を
迎
え
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。



 ※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、下記イベントを中止とする場合があります

 ※各施設をご利用の際は、予約が必要です。事前に問い合わせてください

　●開設日＝毎週月〜金曜日　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時〜３時　※午前のみ園庭の利用可

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

赤ちゃんサロン
※バスタオル持参

10日㈫10:00〜11:00 山口公民館和室
手遊び、ふれあい遊び、お正月
遊び、お話 ほか

３カ月〜12カ月のお
子さんとその保護者

ふれあい広場「にこにこ」
11日㈬・25日㈬
10:00〜11:30

市民交流センター
２階ふれあい広場

保育士とおしゃべりしましょう
■講師＝同センター職員 ０〜６歳のお子さ

んとその保護者
キッズ田老 12日㈭10:00〜11:00 田老公民館

手遊び、ふれあい遊び、お正月
遊び、お話 ほかぽかぽかランド

※親子とも上履き持参
19日㈭10:00〜11:00

山口公民館多目的
ホール

１〜６歳のお子さ
んとその保護者

子育て支援センター「にこにこルームみやこ」　（小山田保育所内、☎62−0884）

つどいの広場「すくすくランド」　（うみマチひろば（宮古市地域創生センター）内、☎63−8061）

　●開設日＝毎日　●開設時間＝午前10時〜午後６時　●定員＝８組（ぞうさんのミミの会以外は要申し込み）

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

ぞうさんのミミの会
「絵本の読み聞かせ」

６日㈮11:00〜11:15

すくすく
ランド

（うみマチ
ひろば)

絵本の読み聞かせ
子育て中の親子（保
護者のみ参加も可）

親子ふれあい遊びと
ばあばの絵本の読み聞かせ

12日㈭11:00〜11:45
みずき飾りを作ろう
※バスタオル、飲み物持参

１歳〜６歳のお子さ
んとその保護者

赤ちゃんのつどい 13日㈮11:00〜11:45
３カ月〜12カ月のお
子さんとその保護者

保護者向け講話会
※飲み物持参

26日㈭11:00〜11:45

おしゃべりサロン「なんでもおしゃ
べりタイム」
■講師＝石崎公子（宮古市社会福祉
協議会）

子育て中の親子（保
護者のみ参加も可）

健康相談会
※飲み物持参

30日㈪11:00〜11:45
体と心の成長について
■講師＝宮古保健センター保健師

３カ月〜６歳のお子
さんとその保護者

つどいの広場「ひよこクラブ」　（認定こども園宮古ひかり内、☎62−6845）

　●開設日＝毎週月〜土曜日　●開設時間＝午前９時〜午後２時　●定員＝８組（ひよこルームは４組）

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

ひよこルーム
※申込期限＝６日㈮午後２時

10日㈫9:00〜11:00
ひ よ こ
クラブ
（宮古ひ
かり）

子育てについてのお悩み相談
■相談員＝市こども発達支援センター職員

０〜６歳の
お子さんと
その保護者

手袋シアター
※申込期限＝16日㈪午後２時

17日㈫10:30〜10:45 手袋の動きを見て歌を楽しもう

節分制作
※申込期限＝30日㈪午後２時

31日㈫10:00〜11:30 鬼のお面を作ろう

　●開設日＝毎週月・水・金曜日　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時〜３時　※２日㈪・９日㈪はお休み

つどいの広場「のびっこクラブ」　（認定こども園そけい幼稚園内、☎62−8678）

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

昔ながらの手作りおもちゃ 20日㈮10:00〜10:30

のびっこクラブ
（そけい幼稚園）

シールを貼って風車を作ろう
０〜６歳の
お子さんと
その保護者

親子ふれあい運動あそび
※上履き、飲み物持参

30日㈪10:00〜11:00

親子で体を動かして、寒さを吹き
飛ばしましょう！
■講師＝佐々木瑞穂（カワイ体育
教室）

１歳半〜６
歳のお子さ
んとその保
護者

2023.1.1 �

妊娠中の人や赤ちゃん・子ども向けの催しなど

子育てに関する情報を紹介するページです

BABIES & CHILDREN'S  ROOM

子育て情報

広
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子
育
て
支
援
情
報
を
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
で
配
信
中
（
毎
月
25
日
）

1 HAPPY 
BIRTHDAY

石舘 杏
あん

ちゃん
今月で２歳です
２歳のお誕生日おめでとう 
おしゃべり上手な杏ちゃん、
これからも家族のムード
メーカーでいてね♡�（家族）

長柴 岳
がく

ちゃん
今月で２歳です 
２歳おめでとう。お姉ちゃん
の真似やかけっこが出来る
ようになってきたね！
� （お父さん、お母さん）

信夫柚
ゆず

希
き

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！ いつも
元気いっぱい、いたずらっ子
の柚希。いっぱい食べて遊ん
で大きくなってね♡� （家族）

名取月
る

玖
く

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう。私達のもと
に産まれてくれてありがとう。るく
ちゃんの幸せがママとパパの幸せ
です。大好きだよ〜！�（パパ、ママ）

奥寺衣
い

乃
の

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！ いつもニコ
ニコ笑顔の衣乃ちゃん♪ 家族み
んな癒されてるよ〜♡ これからも
いっぱい笑って過ごそうね♡�(家族)

長洞野
の

乃
の

ちゃん
今月で２歳です
２歳のお誕生日おめでとう♡ みんなに
チヤホヤされてお姫様の末っ子野乃
たん} 楽しい２歳にしようね！ ずっ
と大好き！ 愛してるよ♡�（パパ、ママ）

佐藤友
とも

希
き

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう！ あっという間の
２歳、たくさんおしゃべりができるよう
になったね!! いろいろな経験をして
心も体も大きく成長しようね� （家族）

佐々木 詩
うた

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう♪ 「おすし
やさん」の体操が大好きな詩く
ん！ 一緒にワンワンのお散歩に
行こうね☆� （にぃに＆ねぇね）

浅井 桜
さくら

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう！ 毎日癒し
をありがとう！ これからもお兄
ちゃんと“仲良く"いっぱい遊ん
で楽しく過ごそうね♪�（家族）

　写真に、子どもの名前・ふりがな・生年月日・郵便番

号・住所・電話番号・メッセージ（40字程度）を書いた

メモを添えて、市企画課（市役所４階）にお届けください。

郵送の場合は、〒027−8501住所不要、宮古市役所「広報

みやこ」係へ。メールの場合は「Cinfo@city.miyako.

iwate.jp」まで。２月生まれの子どもの写真は、１月５

日㈭必着でお願いします。

対象年齢は２歳以下。応募者多数の場合は、初掲

載の子どもを優先します。

応募

方法

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、下記イベントは中止する場合があります

　ＡＩを使った姿勢分析を親子で行います。毎日

できる姿勢チェックや簡単な運動方法を学び、こ

れからの健康・成長に役立てましょう。

■日時　１月22日㈰午前９時30分〜正午

■講師　山根利雄（カイロプラクティック楽幸）

■対象　おおむね３歳〜12歳

■定員　親子10組

■参加料　200円

■用意する物　動きやすい服装、タオル、マスク

■その他　参加料は前日

までにお支払い願います

■場所・申し込み　う

みマチひろば（宮古市

地域創生センター、☎

65-7133）

■日時　１月８日㈰午前10時〜午

後１時

■集合場所　田老湾みなと公園

■内容　新防潮堤上でたこ揚げを

行い、みなと公園でむかし遊び（竹

馬、ずぐり、こま回し、羽根突き、

輪投げなど）を行います

※雨天時は、田老公民館でたこ揚

げに代えて、防災かるたなどを実

施します

■その他　11時30分から、先着30

人にお汁粉のお振る舞いを行いま

す

■問い合わせ　ＮＰＯ法人津波太

郎（☎090-7002-0915）

親子で姿勢チェック
〜健康・成長への影響を学ぼう〜

新春タローたこ揚げ
むかし遊び企画

2023.1.1� 広
報
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宮古保健センター、子育て世代包括支援センター（イーストピアみやこ内、☎64-0111）　

田老保健センター（☎87-2975）　新里保健センター（☎72-3500）　

川井保健センター（☎76-2036）　宮古保健所（☎64-2218）

こども救急相談電話（午後７時〜11時、☎019-605-9000、携帯電話からは♯8000）

※�各種相談・教室、検診は新型コロナウイルス感染症拡大状況
次第で急きょ延期または中止の可能性があります

　感染症予防に努めながら、血圧測定、個別相談などを実施します。お気軽

にお越しください。なお、健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

■問い合わせ　市健康課成人保健係（☎64-0111）

地
域

期日 時　間 会　場 内　　容

宮
　
古

1/16㈪

①13:30～
②13:45～
③14:00～
④14:15～
⑤14:30～

宮古保健センター

▶血圧測定、個別相談
▶講話「脂質異常症予防について」
※予約制による個別健康相談（30分ほ
ど）となります
※申し込みが必要です。13日㈮までに
①〜⑤の希望時間を宮古保健センター
に電話で申し込んでください

新
里

1/20㈮ 10:00～11:00 新里保健センター
▶血圧測定、個別相談
▶講話「フレイル予防について」

川
井

1/16㈪ 10:00～11:00 川井保健センター
▶血圧測定、個別相談、血管年齢
▶講話「脳卒中予防について」

健康相談日程

■日時　１月16日㈪午後１時30分～３時30分

■場所　市民交流センター２階運動スタジオ

■内容　シルバーリハビリ体操指導者によるデモンストレーション

■対象／参加料　市内在住の人／無料

■申し込み方法　電話

■その他　当日は、受け付けで検温と健康チェックを行います

■申し込み　市介護保険課地域包括支援センター（☎︎68-9086）

シルバーリハビリ体操デモンストレーション

国保田老診療所で特定健診を行います
■期日／時間　①１月23日㈪②26日㈭／午後２時30分

■場所　宮古市国保田老診療所

■対象　宮古市国保に加入している40歳〜74歳の人で、今年度特定健診また

は人間ドックを受けていない人

■定員／費用　各日先着５人（事前予約制）／無料

■申込期限　１月16日㈪

■申し込み　市総合窓口課国民健康保険係(☎︎68-9075)

●休日急患診療所

　感染症対策のため、発

熱などの症状がある人の

みを診療します。予約制

となりますので、当日の受

付時間内に電話予約して

ください。

■診療日　１月の毎週日曜

日と２日㈪・３日㈫・９日㈪

■受付時間　午前９時～

午後５時

■診療内容　発熱などの

症状がある人のみ診療

※要予約

■問い合わせ　休日急患

診療所（西町一丁目６の２、

☎64-0113）

●祝日当番歯科医療機関

　救急患者を対象に歯科

診療をします。電話を入れ

てから来院してください。

■診療日　１月９日㈪／黒

田歯科医院（藤原二丁目

10の25、☎64-1118）

■時間　午前９時～午後

３時

休日急患診療所、祝日当
番歯科医療機関の診療日

●茂市地区認知症カフェ「かだってカフェ」

■日時／場所　１月16日㈪午後１時30分〜３時／旧歯科医師住宅（ＪＲ茂市駅前）

■内容　①ミニ講話「これからの生き方を考えてみませんか？“わたしの安心ノー

ト”」②カフェタイム

■参加料　200円（飲み物代・お茶菓子代）

■問い合わせ　にいさと地域包括支援センター（☎77-4030）

●認知症の人と家族の会認知症カフェ「ほっこりカフェ」

■日時／場所　１月18日㈬午前10時〜11時30分／市民交流センター２階多目的ホール

■内容　①ミニ講話「認知症の人を支える家族をつなぐ」②おしゃべり

■定員　30人（要申し込み）

■問い合わせ　市介護保険課いきいきライフ推進室（市役所１階、☎︎68-9126）

認知症カフェのお知らせ

　医療機関から妊娠届出

書をもらったら、妊娠11週

までに母子健康手帳の交

付を受けましょう。来所

を希望する保健センター

などに事前予約をお願い

します。なお、妊産婦医

療費受給者証の交付は、

市総合窓口課医療給付係

(市役所１階)または田老・

新里・川井の各総合事務

所で行います。

■問い合わせ　市子育

て世代包括支援センター

（宮古保健センター内、☎

64-0111）

母子健康手帳交付
のお知らせ
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市
文
化
課

▼
第
75
回
岩
手
芸
術
祭
巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展

●
日
時
＝
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
※
29
日
は
午
後
４
時
ま
で
●
会

場
＝
市
民
文
化
会
館
●
内
容
＝
県
内
小
・
中

学
生
の
書
写
と
絵
画
の
優
秀
作
品
３
２
５
点

を
展
示
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
い
合
わ
せ
＝

市
文
化
課
文
化
係
（
☎
�
７
５
２
６
）

市
生
活
課

▼
介
護
に
向
き
合
う
男
性
向
け
料
理
教
室
～

簡
単
手
作
り
お
惣
菜
～

●
日
時
＝
１
月
28
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時 

●

場
所
＝
山
口
公
民
館
●
内
容
＝
ら
く
ら
く
シ
ュ

ウ
マ
イ
と
青
菜
の
だ
し
煮
お
ひ
た
し
の
時
短

調
理
法
を
学
ぶ
●
講
師
＝
岩
手
県
栄
養
士
会

沿
岸
地
区
宮
古
地
域
会
員
●
対
象
＝
男
性
介

護
者
や
介
護
を
考
え
て
い
る
男
性 

(

お
お
む

ね
60
歳
以
上)

●
定
員
＝
６
人
●
参
加
料
＝

５
０
０
円
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
●
申
込
期
間
＝
１
月
４
日
㈬
〜
23
日

㈪
●
申
し
込
み
＝
市
生
活
課
男
女
参
画
・
協

働
推
進
係
（
☎
�
９
０
８
０
、℻
�
９
１
１
０
）

田
老
公
民
館

▼
快
眠
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
‼

●
日
時
＝
１
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30

�
７
１
３
３
）

市
民
文
化
会
館

▼
夜
明
け
の
国
の
コ
ッ
コ・
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
・
ド
ゥ
ー

●
日
時
＝
１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
開
演
●
内

容
＝
山
田
カ
イ
ル（
劇
作
家
）
と
木
村
玲
奈
（
振

付
師
・
ダ
ン
サ
ー
）
が
、
生
活
・
体
験
し
た

三
陸
・
宮
古
を
二
人
の
視
点
と
形
で
成
果
発

表
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
歌
う
た
う
チ
ケ
ッ

ト
）、
千
円
（
見
る
だ
け
チ
ケ
ッ
ト
）
●
申
し

込
み
方
法
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）・
電
話
ま
た
は
市
民

文
化
会
館
窓
口
で
申
し
込
み

▼
こ
ど
も
劇
団
み
や
こ
デ
イ
ジ
ー
第
７
回
公

演
「
煙
突
山
の
九
人
」

●
日
時
＝
１
月
22
日
㈰
午
後
２
時
開
演
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）
●
内
容
＝
所
属
し
て
い

る
小
学
４
年
〜
中
学
１
年
の
９
人
が
練
習
の

成
果
を
発
表
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
、要
整
理
券
）
●
チ
ケ
ッ

ト
販
売
場
所
＝
市
民
文
化
会
館
窓

口
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
予
約
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）

《
共
通
》
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文

化
会
館
（
☎
�
２
５
１
１
）

開
催
・
募
集
な
ど

▼
【
作
品
募
集
】
第
２
回
宮
古
の
写
真
展
〜

私
の
お
気
に
入
り
の
写
真
〜
お
ら
が
宮
古
‼

●
募
集
期
間
＝
１
月
７
日
㈯
〜
18
日
㈬
●
開

催
期
間
＝
１
月
29
日
㈰
〜
２
月
５
日
㈰
●
場

所
＝
う
み
マ
チ
ひ
ろ
ば
●
内
容
＝
宮
古
の
風

分
●
内
容
＝
入
浴
後
わ
ず
か
な
時
間
で
で
き

る
、
冷
え
や
疲
れ
に
効
く
心
身
を
整
え
る
ス

ト
レ
ッ
チ
●
講
師
＝
名
取
秀
志（
ゴ
ー
ル
ワ
ー

ク
ス
代
表
）
●
参
加
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先

着
８
人
●
申
込
受
付
開
始
日
＝
１
月
５
日
㈭

午
前
９
時
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
田
老
公
民

館
（
☎
�
２
９
７
６
）

川
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
一
般
セ
ミ
ナ
ー
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
」

～
カ
ン
ジ
キ
を
履
い
て
雪
原
を
歩
こ
う
～

●
日
時
＝
１
月
25
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時
●
内
容
＝
区
界
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
カ
ン
ジ
キ
を
履
い
て
自
然

観
察
※
カ
ン
ジ
キ
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

●
講
師
＝
木
の
博
物
館
案
内
人
●
定
員
＝
10

人
程
度
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
し
込
み
方
法

＝
電
話
●
申
込
期
間
＝
1
月
５
日
㈭
～
22
日

㈰
●
集
合
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
川
井
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
６
７
）

う
み
マ
チ
ひ
ろ
ば

▼
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座
〜
お
座
り
ア
ニ
マ
ル

マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
〜

●
日
時
＝
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
●
内
容
＝
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
た
ポ
ー

ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
●
講
師
＝S

a
t
t
a 

Petta 

佐
々
木
智
子（
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
作
家
）

●
定
員
＝
12
人
●
参
加
料
＝
１
８
０
０
円
●

そ
の
他
＝
前
日
ま
で
に
受
講
料
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
う
み
マ
チ

ひ
ろ
ば
（
宮
古
市
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
、
☎

●新型コロナウイルス感染症の状況により、中止または延期となる場合がありますのでご了承ください

●行事の内容などは変更となる場合がありますので、詳しくは主催者に問い合わせてください

※
記
事
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
企
画
課
広
報
係
（
☎
�
９
０
６
５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
２
月
１
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
１
月
４
日
㈬
で
す

景
・
街
並
み
、
ご
近
所
さ
ん
な
ど
、
宮
古
を

テ
ー
マ
と
し
た
写
真
を
募
集
●
問
い
合
わ
せ

＝
お
ら
が
宮
古
写
真
展
実
行
委
員
会
事
務

局
・
ワ
カ
サ
写
真
（
☎
�
３
７
１
２
）

▼
閉
伊
川
探
鳥
会

●
日
時
＝
１
月
８
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
10

時
30
分
●
集
合
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
公
園
駐
車

場
●
内
容
＝
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
ミ
コ
ア
イ
サ

な
ど
の
観
察
●
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
野
鳥
の

会
宮
古
支
部
・
関
川
（
☎
�
４
７
２
５
）

▼
支
え
愛
・
傾
聴
サ
ロ
ン
〜
支
え
た
り
支
え

ら
れ
た
り
、
そ
ん
な
〝
語
る
場
〟
〜

●
期
日
／
場
所
＝
①
１
月
８
日
㈰
／
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
②
１
月
８
日
㈰
／
西
町
災
害
公

営
住
宅
２
号
棟
③
１
月
15
日
㈰
／
崎
山
災
害

公
営
住
宅
④
１
月
22
日
㈰
／
上
鼻
災
害
公
営

住
宅
●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
※
①
の
み

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
参
加
料
＝
無

料
●
問
い
合
わ
せ
＝
宮
古
地
域
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
支
え
愛
（
☎
０
９
０
・
９
６
３
０
・

８
７
４
０
、
Ckeityou.sasaeai@g

m
ail.co

m

）

▼
講
演
会
・
パ
ネ
ル
展

《
講
演
会
》
●
日
時
＝
１
月
14
日
㈯
午
後
２

時
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）
●
内
容

＝
原
発
事
故
の
風
化
と
Ａア

ル

プ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
放

出
の
是
非
を
知
る
●
講
師
＝
木こ

幡わ
た

ま
す
み

（
福
島
県
大
熊
町
議
会
議
員
）

《
パ
ネ
ル
展
》
●
日
時
＝
１
月
14
日
㈯
午
後

０
時
30
分
〜
４
時

《
共
通
》
●
場
所
＝
陸
中
ビ
ル
３
階
●
参
加

料
＝
無
料
●
そ
の
他
＝
家
屋
の
放
射
線
量
測

定
、
入
会
の
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
●
問
い

合
わ
せ
＝
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会　

菅

野
（
☎
０
９
０
・
３
３
６
９
・
３
３
８
１
）



information

広
報 �2023.1.1

※
住
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
ま
た
は
土
地
の
名
称
で
記
載
し
て
い
ま
す

■亡くなった方■

中村喜惠子　　　（92）白浜

小成カネ　　　　（88）舘合町

畠山源一　　　　（90）水沢

吉田徳道　　　　（85）南町

伊　信男　　　　（87）山口三丁目

亀田ミヱ　　　　（92）小国

涌田セツ　　　　（85）泉町

岩間　毅　　　　（83）崎山一

佐々木二美恵　　（52）佐原一丁目

中川久子　　　　（72）田の神一丁目

橋本久美子　　　（93）和見町

片岸コヨ子　　　（71）小山田二丁目

伊藤惣七　　　　（88）沼里

早坂サタ　　　　（98）小林

中野宏市　　　　（77）西ヶ丘四丁目

富田康之　　　　（90）和見町

出町正子　　　　（91）小山田四丁目

高橋邦夫　　　　（82）太田二丁目

荒谷ミサホ　　　（92）田老三王二丁目

佐々木時男　　　（83）南町

田中初子　　　　（65）泉町

鈴木智惠子　　　（85）近内六丁目

木村キミ　　　　（98）板屋三丁目

北村美智子　　　（84）田鎖五

11/30〜12/11（届け出順・敬称略）

○生まれた赤ちゃん○

吉川浬和（りわ）　　　　里　　　　　（和德）

竹中惟智（いち）　　　　保久田　　　（久和）

武田椛楓（もか）　　　　高浜一丁目（正彦）

佐々木葵唯（あおい）　泉町　　　　（丈治）

亀田彩未（あやみ）　　　川井　　　　（寿徳）

※婚姻、離婚、養子縁組など、戸籍

の届け出のときは、本人確認のため

身分証明書の提示をお願いします

※届け出の際、広報への掲載を希望

した場合に載せています

宮古市内の交通事故・犯罪件数

（11月１日〜30日）

■交通事故件数
▷人身事故＝４件▷死亡者＝０人

▷負傷者＝４人▷物損事故＝59件

※冬道の安全運転「いち、にっ、さん運動」〜１割の

スピードダウン、２倍の車間距離、３分早めの出発〜

■犯罪件数
▷侵入盗（無施錠）＝０件▷自転車盗（無施錠）＝０件

▷万引き＝４件▷車上狙い＝０件

▷振り込め詐欺＝通報13件（被害１件）

▷もうけ話の詐欺＝通報０件（被害０件）

▷子どもへの声かけ事案など＝１件

※電話による還付金詐欺やショートメールなどによ

る架空請求詐欺が増えていますので注意しましょ

う。また、家や自転車への鍵かけを確認しましょう

■１月10日は「110番の日」です！！

　110番は、事件・事故などの緊急時に通報する専

用電話です。

　相談や緊急でないものは、宮古警察署・交番・駐

在所へお願いします。

■問い合わせ　宮古警察署（☎64-0110）

20歳になったら国民年金
宮古年金事務所 ほか

　国民年金は、老後の暮らしをはじめ、事故などで

障害を負ったときなど“万が一”の事態に備え、み

んなで暮らしを支えあう、公的年金制度の一つです。

　日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人は、国

民年金への加入が義務付けられています。20歳になっ

た人には、日本年金機構から国民年金加入のお知ら

せが届き、保険料を納付することになります（厚生

年金加入中の人を除く）。納付が困難な場合は、免除

制度などがありますので、ご相談ください。

■問い合わせ　宮古年金事務所（☎62-1963）、市総

合窓口課市民窓口係（☎68-9077）

令和５年宮古市消防団消防出初式
市消防対策課

■日時　１月15日㈰午前10時〜11時30分

■場所　宮古消防署

■内容　部隊編成、開会行事、観閲、分列行進、閉

会行事

【消防団員募集】　宮古市消防団は、住民の生命・身体・

財産を災害から守るために日夜問わず活動をしてい

ます。興味のある人はお気軽にご相談ください。

■問い合わせ　市消防対策課（☎62-5533）

を含め、「蜜蜂飼育届」を岩手県に毎年提出する必要

があります。

　１月１日㈰現在の飼育群数と年間の飼育計画など

を記載し、１月31日㈫までに提出してくださ

い。「蜜蜂飼育届」は県ホームページ（右記

ＱＲコード）からダウンロードできます。

■提出先・問い合わせ　宮古農林振興センター（五

月町、☎64-2214）

ミツバチを飼う人は飼育届を忘れずに！
宮古農林振興センター

　ミツバチを飼育している人は、趣味で飼育する人

簡易土壌分析研修会
宮古農業改良普及センター

■日時　①１月17日㈫②18日㈬午前10時〜正午

■場所　宮古地区合同庁舎大会議室

■内容　持ち込み土壌の可給態リン酸、交換性カリ

の簡易分析、簡易分析の結果に基づく減肥判断

■申し込み方法　電話またはファクス

■申込期限　１月13日㈮

■申し込み　宮古農業改良普及センター（☎64-2220、

℻64-5631）

いわておかえり年末年始キャンペーン
岩手県定住促進・雇用労働室

　県では、お正月に県外から帰省される人を対象に、

「Ｕターン移住」を具体的に考えていただくため、岩

手で働く魅力をＰＲする「いわておかえり年

末年始キャンペーン」（右記ＱＲコード）を

実施します。

　期間中に岩手の仕事・就職情報サイト「シゴトバ

クラシバいわて」に新規登録した人の中から抽選で

県産品を100人にプレゼントします（県外在住の人限

定）。県外のご家族などにぜひお知らせください。

■期間　１月22日㈰まで

■問い合わせ　岩手県定住推進・雇用労働室（☎

019-629-5588）



お知 らせ
●宮 古 市 役 所  ☎62-2111
　（宮町一丁目１の30、イーストピアみやこ内）
●田老総合事務所   ☎87-2111
●新里総合事務所   ☎72-2111
●川井総合事務所   ☎76-2111

広
報2023.1.1�

人口と世帯
  ※12月１日現在
　※（）内は前月との比較

人　口 男 女 世　帯

48,121人 23,110人 25,011人 22,993

（-48） （-31） （-17） （-4）

人口のうごき
　※11月１日〜30日

出　生 死　亡 転　入 転　出

24人 73人 48人 47人

うみねこ鍼灸接骨院うみねこ鍼灸接骨院

【休診日】　日曜終日・木曜午後【休診日】　日曜終日・木曜午後
※祝日の休診日は右記ＱＲ参照※祝日の休診日は右記ＱＲ参照
〒027-0076　宮古市栄町１-40-１〒027-0076　宮古市栄町１-40-１
☎0193−64−5855☎0193−64−5855

〔広告〕

都市計画案などの説明会および縦覧を実施
市都市計画課 ほか

《雨水ポンプ場整備に関する説明会》

■日時／場所　１月17日㈫午後７時／市民交流セン

来年度小中学校入学予定者の指定校変更申請の相
談を受け付けます

市学校教育課

　令和５年度市立小・中学校入学予定者がいる保護

者に、１月中旬に入学先の学校名などが書かれた「学

齢児童生徒就学通知書」を送付します。学校は入学

予定者の住所に基づいて指定します。事情によって

は、指定する学校以外への就学を許可する場合があ

ります。変更を希望する人は相談してください。

■受付期間／場所　１月10日㈫〜20日㈮午前８時30

分〜午後５時15分／市学校教育課（市役所３階）

■用意する物　学齢児童生徒就学通知書

■その他　受付期間内に相談できない人は連絡して

ください。審査に時間を要する場合がありますので、

お早めの相談をお願いします。

■申し込み　市学校教育課学校教育係（☎68-9116）

市で差し押さえた動産の公売を実施
市税務課

　市税の滞納処分として差し押さえた動産を公売し

ます。

【インターネット公売】

■参加申込期間　１月12日㈭午後１時〜31日㈫午後11時

■入札期間　２月６日㈪午後１時〜８日㈬午後11時

■出品場所　KSI官公庁オークション（右記

ＱＲコード）から確認できます

■公売物品　腕時計、デスク４台、デスクトッ

プモニター、土壌硬度計、段ボール書類整理箱 ほか

【動産公売会】

■開催日時　１月10日㈫午前10時（９時受付開始）

※当該物品は津軽石10の272の２付近に保管しています

■場所　市役所３階入札室

■公売物品　軽自動車２台、普通自動車２台（全て

車検切れ、しばらく稼働していません）

【共通】

■問い合わせ　市税務課収納係（☎68-9074）

10代・20代の期日前投票立会人を募集！
市選挙管理委員会

　市選挙管理委員会では、若年層の有権者の皆さん

に、政治や選挙に関心を持っていただくため、10代・

20代の期日前投票立会人を募集しています。

■期日前投票立会人とは　選挙の際に、期日前投票

所で投票手続きが公正かつ確実に行われているか

チェックする仕事です。

■応募資格　市内在住の選挙権を有する（本市に住

民登録のある）10代・20代の人

■立会期間　選挙期日の公示（告示）日の翌日から

投票日の前日まで

■立会時間　午前８時30分〜午後８時（変更になる

場合もあります）。

※規定の報酬を支払います

■立会場所　市内の期日前投票所（市役所、田老・

新里・川井の各総合事務所ほか）

■応募方法　登録申込書に必要事項を記入の上、提

出してください。申込書は提出先で配布しています。

また、選任までの流れなど、詳しくは市ホー

ムページ（右記ＱＲコード）で確認できるほ

か、申請書もダウンロードできます。

■提出先・問い合わせ　市選挙管理委員会（市役所

３階、☎68-9123）

ター２階多目的ホール

■内容　①事業内容に関する説明②都市計画案に関

する説明(宮古都市計画下水道の変更)

※②については、案の縦覧を実施します

《都市計画案の縦覧》

■日時／場所　１月18日㈬〜31日㈫午前８時30分～午

後５時15分（土・日を除く）／市都市計画課(市役所３階)

■意見書の提出　１月31日㈫までに住所・氏名・電

話番号・都市計画案の名称・意見を書いて、問い合

わせ先に郵送または持参

《共通》

■問い合わせ　市都市計画課管理計画係（〒027-8501

住所不要、☎68-9108）、市上下水道部施設課下水道

工務係（上下水道部庁舎、☎63-1198）
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　あけましておめでとうございます。

2023年の初春、皆さまいかがお過ごし

でしょうか。

　新年最初に紹介するのは、朝の生放送“お

はよう潮風ラジオ”で、毎週月曜日から金曜

日までの８時からお送りしている“今日の宮

古の海はなあど”のコーナーです。市内の漁

協や宮古海上保安署など、さまざまな人にお

話を伺っています。当日の水揚げ状況やウニ・

アワビの口開け情報に加え、春から秋は閉伊

川での釣りの情報など、宮古の海や川に関す

る新鮮な情報をお伝えしています。

　以前このコーナーで「タラを刺身で食べる

と言うと、観光客に驚かれる」とお聞きしま

した。タラの刺身は、私達市民にとっておな

じみですが、他地域の人にとっては当たり前

ではないことに驚きました。

　１月の海は初競り、重茂の早採りワカメ“春

いちばん”、そしてマダラと、魅力が盛りだ

くさん！その魅力を知っていただくためにも

“今日の宮古の海はなあど”をぜひお聴きく

ださい！

　みやこハーバーラジオは、８月26日㈯で10

周年の節目を迎えます。今年も「あなたのと

なりに」をキャッチフレーズに、市民の皆さ

んに寄り添った放送をお届けします。引き続

き、みやこハーバーラジオをよろしくお願い

いたします。

ススタタジジ オオ かからら

広
報

●「みやこハーバーラジオ」放送中！

　FMラジオ【82.6MHz】

● イ ン タ ー ネ ッ ト の「 リ ス ラ ジ

（ListenRadio)」（Bhttp://listenradio.

jp)や「サイマルラジオ」（Bsimulradio.

info/)でもお聴きいただけます。

　スマートフォンでは、無料アプリ「リス

ラジ（ListenRadio)をダウンロードすると

聴くことができます。

※川井地域は川井テレビ（11ch）で放送中です

●メッセージテーマ、曲のリクエスト、各コーナーへ

の質問・要望など、お便り・ファクス・メールをお待

ちしています。

　〒027−0076宮古市栄町４番地 三陸鉄道本社１階

　みやこハーバーラジオ宛て

　℻77−3936　　C826@miyakofm.com

■問い合わせ　宮古エフエム放送（☎77−3399）

 

俳
句
に
親
し
む

◆次の季題「玉
た ま ご さ け

子酒」「春
はる

を待
ま

つ」※１月９日㈪必着

◆応募は一人３句までです。◆いただいた句を添削することがあります。◆はがきまたは封書で、句のほかに住所、氏名、

ふりがな、電話番号を書いて、〒027−8501（住所不要）宮古市役所「広報みやこ」係へ応募してください。◆今回の投稿者

は33人でした。ありがとうございました。

季
題
「
初は

つ
で
ん
わ

電
話
」「
初は

つ

ぶ

ろ

風
呂
」

さ
い
と
う
白
沙　

選

【
特
選
】

初
風
呂
を
浴
び
一
年
の
計
を
立
つ

小
野
寺
美
智
子

　
　
　
　
評
＝
一
年
間
の
計
画
は
年
頭
に
立
て
る
の

　
　
　
　
　
　

が
よ
い
と
さ
れ
、
決
意
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　

「
立
つ
」
は
「
立
て
る
」
の
文
語
。

初
電
話
居
ず
ま
い
正
し
受
話
器
と
る

長
澤
智
子

　
　
　
　
評
＝
見
え
な
い
相
手
へ
の
律
義
な
対
応
が
潔

　
　
　
　
　
　

く
、
す
が
す
が
し
さ
が
胸
に
残
る
。

【
入
選
】

ま
ご
つ
き
し
ス
マ
ホ
の
操
作
初
電
話

駒
井
和
子

心
満
つ
宿
直
明
の
初
湯
か
な

齋
藤
敏
道

初
風
呂
に
浸
か
り
閃
く
一
句
か
な佐

藤
栄
子

新
婚
の
娘
パ
リ
よ
り
初
電
話

佐
藤
茂
之

懐
か
し
き
母
の
訛
り
や
初
電
話

去
石
雄
喜

風
に
な
っ
た
母
に
と
ど
け
よ
初
電
話

富
野
イ
ク
子

吟
詠
の
候
な
め
ら
か
に
初
湯
か
な長

塚
忠
雄

初
風
呂
に
老
い
の
身
ど
っ
ぷ
り
委
ね
け
り

松
崎
光
子

【選者より】○歳時記は作句の手引書、季語は一句に一つ。傍題も活用してください。
○小中高生の作品歓迎。年齢、住所、氏名、電話番号を書いてください。
◇選者詠「嫋やかに歩む晩年お年酒　白沙」
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ふるさと博物館

市教育委員会文化課　編

縄文時代の生活道具－石斧と矢じり－

　わたしたちが魚や肉をさばいたり、クルミを加工したり、

薪を割ったりする「切る」「すり潰す」「割る」道具のルー

ツは、石器と呼ばれる石の道具にあります。

　写真は市内の遺跡から見つかった縄文時代の石器で「石

斧」（写真左）と獲物（シカ）の骨に刺さった「矢じり」（写

真右）です。

　石斧は全長が24.5㌢あります。非常に硬い素材ですが、

細身に形を整え全体を磨いています。矢じりは石鏃とも呼

ばれる弓矢の矢先で、狩りによって矢が骨まで達していま

す。獲物に直接ダメージを与えられる、鋭い矢じりに適し

た素材を使っていたことが分かります。

　生活道具が石器だった縄文時代、縄文人は石器に適した

素材選びと高度な製作技術を身につけていました。やがて

今から千年くらい前になると、素材が変わり石器は鉄器に

進化します。鉄器により作業の効率が上がり、道具の進化

が豊かな暮らしを支えていたといえます。

　１月14日㈯から３月12日㈰まで、「石器からひもとく道

具の進化」と題する企画展を崎山貝塚縄文の森ミュージア

ムで開催します。私たちが使っている道具のルーツについ

て思いめぐらしてみてはいかがでしょうか。

【遺跡調査報告書を公開しています】

　市が刊行した遺跡調査報告書を市ホームペー

ジ(右記ＱＲコード)で公開しています。発掘調査

によって出土した資料が、図や写真で詳しくまと

められています。魅力ある宮古の遺跡から地域の歴史や文

化を学んでみてはいかがでしょうか。

近内地区近内中村遺跡から出土。丸枠
内に石鏃が見え、先端が突き抜けてい
ます。このような状態で出土すること
はたいへん珍しいことです。

崎鍬ヶ崎地区早稲栃
の遺跡から出土した
磨製石斧。

シカの下あご

〔広告〕

黒森神楽
舞立ち神事・舞初め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
学
ぶ

「
入
門
！
宮
古
学
」
①

　３年ぶりに廻村巡業を再開します。

■期日　１月３日㈫

■内容／時間／場所

【舞立ち神事】午後１時／黒森神社境内／権現舞

【舞初め神楽公演】午後３時／山口公民館／シッ

トギ舞込み・山の神舞 など

■問い合わせ　市文化課市史編さん室（☎

62-6447）

■
日
時
　
１
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

■
場
所
　
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
崎
山
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

【
午
前
】
「
古
代
の
鉄
づ
く
り
」
の

講
義
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
解
説
（
常
設
展
・

企
画
展
）【
午
後
】「
土
偶
づ
く
り
」
の
体
験
（
定

員
10
人
）

※
午
前
・
午
後
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
で
き

ま
す

■
申
込
開
始
日
　
１
月
４
日
㈬

■
申
し
込
み
　
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
☎
�
７
５
２
６
）
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フォトコンテスト結果発表フォトコンテスト結果発表
の部と高校生以下の部の最優秀賞、優秀賞、佳作、いいイロ賞の８作品を紹介します。

　詳細は市ホームページ（右記ＱＲコード)に掲載しています。

　入賞作品は１月６日㈮〜20日㈮まで市民交流センターに展示するほか、これまでのフォト

コンテストの応募作品も活用し、シティプロモーション動画を作成する予定です！

【※１】①白票②一人の人が複数の作品にいいね！をしている票

優秀賞優秀賞

115票

うみねこと一緒に入港
佳作佳作

99票

差が生じております。ご了承ください

　海が好きで、部活帰り、

後輩と藤の川海水浴場で遊

んだときの一枚です。

　人物や海を撮影すること

が好きで、被写体の方のい

きいきとした表情を引き出

せるよう意識しています。

　この作品は、宮古の海で

遊ぶ楽しさを表現し、たく

さんの方にその楽しさを感

じてもらえたらと思い撮影

しました。最優秀賞、あり

がとうございます！

126票

InterviewInterview
最優秀賞最優秀賞

緑浴トンネル

貫洞奈央さん（山田町）

東舘俊
しゅん

弥
や

さん（宮古市）
wvnyo4さん

エターナルグリーンの朝 
夏のにぎわいが始まる

いいイロ賞いいイロ賞

　本市の地域色“浄土ヶ浜エターナルグ

リーン”を、さらにＰＲするために設けた

賞です！

夏の相棒

澤田友
ゆ

羅
ら

さん
（宮古市）

【高校生以下の部】【高校生以下の部】

今回新設！
入賞作品以外から選定

（宮古市）
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【一般の部】【一般の部】

第４回宮古市公式Instagram第４回宮古市公式Instagram
探しに行こう！宮古の魅力！探しに行こう！宮古の魅力！

広
報�

　８月１日から９月30日まで、宮古の道や乗り物が持つ魅力やあなたが思い描く地域色“浄土ヶ浜エ

ターナルグリーン”が写った作品を募集し、89人の方から175作品の応募がありました。

　その中から、一次・二次審査を通過した20作品を市民交流センターに展示し、市民投票と

Instagram上での投票で最終審査を実施。一般の部には990票（有効709票、無効281票【※１】）、高校

生以下の部には903票（有効611票、無効292票【※１】）の投票があり、得票数によって決定した一般

優秀賞優秀賞

佳作佳作

お台場からの眺望

おーい！みんな〜
なに採ってるの？

潮風にうたれて

いいイロ賞いいイロ賞

　宮古市へ観光に行った際

に宿泊したホテルで、偶然

このフォトコンテストの存

在を知りました。観光中に

たくさん撮影した写真の中

で一番のお気に入りの一枚

です。

　まさか最優秀賞に選ばれ

るとは、とても光栄ですし

うれしいです。

　また、おいしい魚を食べ

に宮古市を訪れたいと思い

ます！

※作品の縦横比の関係上、掲載サイズに

最優秀賞最優秀賞

Jewel night
165票

InterviewInterview

佐藤正
しょう

一
い ち

さん
（北上市）

白間正人さん（宮古市）
鎌
か ま

田
た

　明さん（盛岡市）

goukiyanさん（宮古市）

75票

154票
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令
和
５
年
１
月
１
日

№
417

■
発
行
　
宮
古
市
　
　
　

■
編
集
　
企
画
部
企
画
課
　
　
　

■
印
刷
　
株
式
会
社
文
化
印
刷

〒
027−8501岩

手
県
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30号

、
☎
0193−62−2111、

℻
0193−63−9114

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク

http://www.facebook.
com/city.miyako

ツ
イ
ッ

タ
ー

http://www.twitter.
com/miyako_city

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

https://www.instagram.
com/tokoton_miyako/

◎

目の不自由な方に広報などのCD（デ

イジー）を無料で貸し出しています

（宮古音声訳の会☎兼℻72−2537）。

耳の不自由な方など記事への問い

合わせが電話だと難しい方は、市企

画課広報係へファクスまたはメー

ルで問い合わせてください。

【ファクスでの問い合わせ】

　℻63−9114

【メールでの問い合わせ】

　Cinfo@city.miyako.iwate.jp

▼
み
や
こ
未
来
議
会
を
取
材
（
15
〜
18

㌻
参
照
）。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
如
何
に

解
決
し
て
い
く
か
、
試
行
錯
誤
す
る
姿

に
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
サ
ン
＝
テ

グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
「
人
間
の
土
地
」
で
描
か

れ
た
、
未
知
の
も
の
へ
果
敢
に
挑
戦
す
る

人
々
に
重
な
る
も
の
が
あ
り
、
高
く
向
上

し
て
い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

【
東
】

　

12
月
３
日
、
市
民
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
同
大
会
に
は
、11
チ
ー
ム
、

お
よ
そ
１
１
０
人
が
参
加
。
小
学
生

の
部
・
親
子
の
部
・
ミ
ッ
ク
ス
の
部

に
分
か
れ
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
で
優
勝
し
た
〝
湯
田

レ
イ
ダ
ー
ス
〟
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
刈

田
杏あ

ん

詩じ

さ
ん
（
西
和
賀
町
、
湯
田
小

６
年
）
は
「
元
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
持
ち
味
。
大
人
と
試
合
を
し
て
練

習
を
積
み
、
守
り
を
重
視
し
た
作
戦

で
戦
っ
た
。
優
勝
し
た
い
と
チ
ー
ム

の
み
ん
な
で
話
し
た
の
で
、
最
高
の

結
果
で
す
」
と
優
勝
の
喜
び
を
嚙
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

どちらが先に勝負を決めるか！？譲れない大人の戦い！

さあ、行くぞ！気合いの入った表情で試合に臨む選手

障害物を上手く利用したり、一直線に相手に向かって果敢に攻め込む選手など、その戦法はさまざまです

▼
イ
ン
ド
ア
・
ス
ノ
ー
バ
ト
ル
大
会
を
取

材
（
上
記
参
照
）。
初
め
て
見
た
本
気
の

雪
合
戦
は
迫
力
満
点
！
障
害
物
を
利
用

し
て
巧
み
に
戦
う
選
手
た
ち
。
白
熱
し

た
試
合
が
最
高
で
、
素
人
な
が
ら
に
頭

の
中
で
勝
手
に
戦
術
を
考
え
て
い
ま
し
た

（
笑
）。
来
年
は
選
手
と
し
て
出
場
し
た
い

で
す
！（
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
い
と
…
。）【
秀
】

▼
脱
炭
素
社
会
に
つ
い
て
の
特
集
を
作

成
（
４
〜
11
㌻
参
照
）。
全
国
か
ら
１
０

０
団
体
ほ
ど
が
選
ば
れ
る
予
定
の
〝
脱

炭
素
先
行
地
域
〟
に
宮
古
市
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
大
規
模
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
な
ど
、
新
し
い
景
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
広
報
で
も

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。【
元
】

マチイロ

(iOS) (Android)

ホームページ
https://www.city.

miyako.iwate.jp

◎

熱投！息詰まる攻防戦！
〜第15回インドア・スノーバトル宮古大会〜

試合前の監督とのミーティングにも熱が入ります
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